
事 業 概 況

平成 年度は，昨年度決定した本部とソサイエティの新
たな会費配分法など，新しい内部会計についての試行を行い，
本部もソサイエティ相当の会計単位とみなす，本格的ソサイ
エティ独立採算化を推し進め，健全な財政基盤を維持する取
組みを実施した．また，学会共通の課題に対処するため企画
室に新たな検討WGを発足させ，以下の取組みを実施した．

（新法人法への取組み） 「まずは非営利型一般社団法人と
して申請する」の方針を理事会で決定し，新法人法に沿った
定款の変更案，新会計基準に基づいた決算書の作成作業を本
格化した．
（倫理綱領，定款自治体制の確立） 本会の倫理綱領を更に
拡充した技術者倫理綱領の改定，及び本会の使命・理念，情
報セキュリティ，内部統制の検討など，新法人法の考え方に
沿った定款に基づく，セルフガバナンス体制の検討を開始し
た．
（Web システムの再構築） ホームページの充実，役員選
挙時の電子投票機能の整備など総合的にWeb システムを見
直す検討を開始した．シングルサインオンの導入による会員
サービスの向上などWeb システムのサービス，サーバの構
成の両面から統一プラットホーム構築の検討を行う．

その他の本部活動として，シニア会員制度の実施，マイペー
ジの機能拡充などの会員サービスの向上，並びに教育活動の
展開に継続して取り組み，ソサイエティ活動では，オンライ
ン論文誌の機関誌化を図書館等へのサイトライセンスの実施
を含めて実施し，独立採算化に向けた活動を強化した．以下
に項目別に実施の概要を記す．
（○は平成 年度に新規に取り組むか，顕著な変化があっ
たもの，・は継続的なもの示す．）

（１） 会員サービスの向上に関して：
○オンラインジャーナルは，平成 年 月から個人会員
に対して和英オンラインジャーナルを機関誌として配信
するサービスに切り替えた．この関連で残された課題で
あった図書館等のサイトライセンス化について，図書館
コンソーシアム等からの要望も反映させた料金体系を定

め，平成 年 月から実施することとした．具体的には，
利用規模に応じた ランクの料金とし，かつ，最初の
年間を試行期間と位置付け，ワンランク下げた料金を適
用した． 年後には，利用実績データに基づいて適用ラ
ンクを見直す予定である．
○次期総合版ハンドブックについては，準備会でデータ
ベース化したハンドブック（知識ベース）の構築に対し
て群編構成，編主任を固め，執筆中である．当初，会員
サービスの視点から，会員向けのオンラインハンドブッ
クの方針であったが，本会の社会的使命，執筆者のイン
センティブなどを優先し，広く一般に無料公開すること
とした．
○会員の定着及び会費収入の安定化を図るため平成 年
度から会費を前納制に切り替えたが，これによって学生
員から正員に移行する段階での退会者数が減少する効果
が見られた．この効果が一過性であるかどうかの確認と
更なる会員増強策の検討を継続的に行う．
○選奨委員会において検討し，理事会，総会で承認を得た
シニア会員制度について，ホームページ及び数回にわた
る会誌会告欄を通じて会員への周知に努めるとともに
Web による申請システムを構築した．結果として，
名を超えるシニア会員の申請を受付，現在，各ソサイエ
ティで審査中である．
○マイページの興味分野登録機能を改善し，研究会からの
情報発信サービスを実施するとともに，シニア会員申請
リンクなどの機能を拡充した．本人経歴（役職履歴，受
賞履歴など）の掲載，各種申請など，更なる機能の充実
を図り，会員サービスを向上する．
○海外会員及び外国人会員に対するサービスとして
「IEICE Global Plaza」のメールマガジン配信及び会誌
掲載を開始した．
○創刊号からの会誌を DVDに収め発行して 年が経過し
たため，直近 年間の内容を追加収録した DVDを発行
した．
○男女共同参画委員会は，昨年に続いて平成 年 月の
総合大会会場に託児施設を開設して，女性会員が積極的
に学会活動に参加できるように利便を図った．また，「男
女共同参画学協会連絡会」の幹事学会としての活動を実
施した．
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・学生ブランチへの参加校数の増大を中心に学生会の活動
を推進した．

（２） 教育活動に関して：
本会の教育活動の充実を図り，その活動を束ねるために組
織された「教育活動協議会」の下で，教育活動関係の 委員
会（生涯教育委員会，アクレディテーション（Accreditation
Policy Council）委員会， CPD（Continuing Professional De
velopment）委員会，小中高生科学教室委員会）が活動を展
開した．
○先端オープン講座では，プロジェクトマネージメント，
短期集中コースなど受講者のニーズに合致した講座を新
設したことにより総受講者の増加だけでなく中高年受講
者が増加した．
・JABEE の学部認定審査はほぼ軌道にのってきており，
平成 年度は定常的な活動を行った．本会が主催する
JABEE 審査講習会を 回開催した．

・昨年度に引き続き，電気学会，情報処理学会と協力して
「電気電子・情報系 CPD協議会」を開催し，新しい会員
サービス実現に向けて，平成 年 月から開始した
CPD会員システムを試行運用し，平成 年 月からの
本格実施に向けた準備を行った．
○「小中高生科学教室委員会」の中で，青少年の科学離れ
を阻止するための「子供の科学教室」活動を支部と連携
して活動範囲を拡大して実施した．平成 年度は開催
回数 回，参加者合計は昨年度に比べ 倍近い
名となった．

（３） ソサイエティ関連活動に関して：
○基礎・境界ソサイエティでは，新電子論文誌 Nonlinear
Theory and its Applications， IEICE（略称 NOLTA）の
発行に向けた検討を推進し，基本方針について理事会で
承認された．
○通信ソサイエティでは，技報電子化トライアルを 月
から実施し，また，大会コンテンツをWeb 閲覧できる
「CS アーカイブス」を構築し，平成 年 月からサー
ビスの開始予定である．
・エレクトロニクスソサイエティで平成 年 月に創刊
したペーパーレスの電子ジャーナル（ELEX）は順調に
成長，投稿数も大幅に増加し，平成 年度にはインパ
クトファクターが付与された．
・情報 システムソサイエティ，ヒューマンコミュニケー
ショングループ関連では，「FIT （Forum on Information
Technology）；情報科学技術フォーラム」を情報処理学
会との合同で開催した．

（４） その他の事項：
○平成 年度に発足した「電気・情報関連学会連絡協議
会」では，新法人法に対する取組みを共通課題と位置付
け，貴重な議論・情報共有を行った．
・平成 年度に開始した電気・情報関連 学会連携によ
る卓越データベース作成は，平成 年度から 期目と
して新たな科学研究費補助金に基づき，継続実施した．
・論文誌の一層の質の向上を図るため，査読委員並びに編
集委員を対象とした論文査読に関する説明会を総合大会
の会場で開催した．
以下に各事業の実施状況を報告する．

平成 年度事業報告

本 部 事 業

出版に関する事項

会誌の発行状況（定款 第 条イ）
全会員に共通の場として重要なメディアである会誌は，平
成 年 月から 年 月まで 冊，合計 部（月
平均 部）を発行配布した．
また，平成 年に発行した会誌DVD（創刊号から平成
年 月号までを収録）に更にその後 年分の会誌記事を追
加収録した会誌 DVD（第 版）を平成 年 月に発行した
（個人用 枚，法人用 枚）．
平成 年度の会誌記事の内容・件数及びページ数は次の
とおりである．

種 類 件数 ページ数

講 演
月小特集（イメージメ
ディアの美しさを支え
る基盤技術）
月特集（ネットワークロ
ボット最前線）
月小特集
（素数）
月小特集（ユビキタス
ネットワーク技術開発
プロジェクト
月小特集（ブロードバン
ドサービスを支える光
ファイバ技術と応用シ
ステム）
月小特集（大容量・広域・
高品質な衛星通信技術）
月特別小特集

（自然災害からの復興の
取組みと課題（信越支
部））
月小特集（情報通信ネッ
トワークの設計・制御
理論の新潮流─異分野
からのアプローチ─
月特集（進化する先端
フォトニックデバイス）
月小特集（バリアフリー
社会に向けた音声情報
処理）
月特別小特集
（ 年の科学技術大予
想）
月小特集（特定領域研究
「新世代の計算限界─そ
の解明と打破─」）
月小特集（防災・減災を
支える情報通信技術）

編集長退任にあたって
解説
講座

種 類 件数 ページ数

寄 書
回 想
学生／教養のページ
オピニオン
ニュース解説
総 合 報 告
ソサイエティのページ
情報ネット
─いま，学会では─
男女共同参画のページ
学生会報告
支部だより
予 定 目 次
学会ニュース
慶 賀
追 悼 抄
国 際 会 議
図 書 紹 介
国内文献目次
図書寄贈一覧
本会だより
編 集 室
役員等口絵
総会・選奨
フェロー口絵
会誌総目次
学会編集室
会 報

計

巻 頭 言
目 次
会 告
論文誌目次

合 計

広告賞について（定款 第 条チ）
平成 年広告賞として下記の 点を選定した．
【カラー広告部門】受賞作品：アンリツ株式会社

「可能性 無限大」（ 月号）
【一色刷り広告部門】メレスグリオ株式会社

「私たちが，CVI 製品をお届けします」
（ 月号）

ハンドブックについて（定款 第 条ト）
（第 次）ハンドブック／知識ベース委員会において次期
総合版ハンドブック（知識ベース）を構築するための具体的
な検討を継続した．これまで会員向けに公開することで進め
てきたが，会員・非会員の区別なく広く一般公開することが
社会的な貢献を果たすことになり，また，知識ベース執筆委

＊その他：広告（カラー，前付，後付等） ページ



員からの強い要望もあるため，コンテンツを一般公開するこ
ととし，平成 年 月理事会で承認を得た．
また，目次案と執筆委員が確定した編から順次執筆を依頼
し，知識ベースの公開ポータルサイトや継続的運営のための
ビジネスモデルの検討を行った．

単行本（定款 第 条ト）
平成 年度は新刊 点 部，重版 点 部を発

行した．
なお，平成 年度から刊行を開始した B 判単行本につ

いて，平成 年度は第 弾として「Web サービス時代の経
営情報技術」を刊行した．
新刊書は次のとおりである．

催し，バンコク，北京，韓国，上海，シンガポール，台北か
ら代表者が出席し意見交換を行った．
各セクションにおいての講演会等の実施件数は次のとおり
である．
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新 刊 書 名 判型 発行年月日 頁数 部数

Web サービス時代の経営情報技術 B H

教科書「電子情報通信学会大学シリーズ」（全 巻）
（定款 第 条ト） （コロナ社委託出版）

昭和 年 月以降既刊書目 点．平成 年度は重版
点を発行した．

教科書「電子情報通信レクチャーシリーズ」（全 巻）
（定款 第 条ト） （コロナ社委託出版）

大学院及び学部の学生を対象とし，併せて一般勉学者の参
考に供するための新シリーズの教科書として平成 年度は
新刊 点，重版 点を発行した．
新刊書は次のとおりである．

新 刊 書 名 発行年月日 頁数 部数

基礎電子物性工学
──量子力学の基本と応用──

H

数理計画法 H

非線形理論 H

モバイルコミュニケーション H

（平成 年 月第 回配本以降通算 点）

会議に関する事項（定款 第 章）

第 回通常総会
平成 年 月 日（火）午後 時から機械振興会館にお

いて第 回通常総会を開催した．社員総数 名に対し，
出席社員数 名（委任状を含む）で，定款第 条に定め
る社員総数の過半数の出席に達した．伊澤会長を議長として
下記議案を付議して，いずれも原案どおり可決承認した．
平成 年度事業報告について
平成 年度収支決算報告について
平成 年度事業計画（案）について
平成 年度収支予算（案）について

理事会，評議員会
年度内に 回の理事会を開催し，うち 回を評議員会と合

同で開催した．
支部長会議

平成 年 月 日（水）に開催し，各支部の活動報告，本
部─支部間の意見交換を行った．

海外セクション代表者会議
国際委員会は海外セクション代表者 名が，各セクション

にて講演会等を企画・実施することに協力するとともに，本
会活動の周知・宣伝に努めた．また，第 回海外セクション
代表者会議を総合大会期間中（愛媛大学）の 月 日に開

セクション 件数 セクション 件数

バンコク 韓国（Information）

北京 上海

韓国（Communication） シンガポール

韓国（Electronics） 台北

規格調査会に関する事項（定款 第 条ニ）

委員会議を 回，専門委員会及び小委員会を 回開催し
た． TC の総会が平成 年 月に京都で開催された．国
際標準化に関して取り扱った IEC文書は 件であった．

委員会名 委員長名 委 員 数 開 催 数

規格調査委員会 羽鳥 光俊

専門委員会名 専門委員長名 専門
（委）

小
（委）

専門
（委）

小
（委）

電子部品のデータ要素 堀内 一

通信用伝送線及びマイクロ波受動部品 小林 禧夫

周波数制御・選択デバイス 関根 好文

光ファイバ 川瀬 正明

デザインオートメーション 神戸 尚志

無線通信用送信装置 小川 博世

電子通信用語 吉村 久秉

電子通信記号

複雑システムの安全規格委員会 鈴木 喜久

合 計

選奨に関する事項

本年度の各選奨は所定の手続きによって選考が進められ，
次のとおり各受賞者を決定した．

功 績 賞（第 回）（定款 第 条ホ）
伊 藤 泰 彦（KDDI）
河 内 正 夫（NTT エレクトロニクステクノ）
小 林 功 郎（東工大）
仙 石 正 和（新潟大）
中 沢 正 （東北大）

以上 名
業 績 賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）

選奨規程第９条イ項によるもの （業績名五十音順）

業 績 貢 献 者（所 属）

DVDの開発およびその国際標準化推進 山田 尚志（東 芝）

移動体通信における適応的空間信号処理に関する
先駆的研究

鈴木 博（東工大）
府川 和彦（東工大）

非拡大写像の不動点近似に基づく信号処理方式と
その応用に関する先駆的研究

山田 功（東工大）

以上 件



論 文 賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）

喜安善市賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）

平成 年度事業報告

広視野角・高速液晶ディスプレイモードの研究開
発およびその高精細フルハイビジョン液晶ディス
プレイへの応用

内田 龍男（東北大）

広帯域スケーラブル音声符号化技術の開発および
ITU T 国際標準化への貢献

日和 祐介（NTT）
佐々木茂明（NTT）
大室 仲（NTT）

以上３件

選奨規程第９条ロ項によるもの （業績名五十音順）

業 績 貢 献 者（所 属）

CMOS LSI 低電力回路技術の先駆的開発と実用化
桜井 貴康（東 大）
黒田 忠広（慶 大）
道関 隆国（立命館大）

論 文 名
著 者 名

掲載年月

拡張プライム系列符号の一般化とその特性について
松嶋智子（能開大），長尾 剛（サンソウ システムズ），落合
昇（茨城県立産業技術専門学院），寺町康昌（能開大）
平成 年 月（A）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

An Efficient Adaptive Minor Subspace Extraction Using Exact
Nested Or thogonal Complement Structure
御園真樹・山田 功（東工大）
平成 年 月（EA）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

POCS Based Annotation Method Using Kernel PCA for Semantic
Image Retr ieval
小川貴弘・長谷山美紀（北大）
平成 年 月（EA）

論 文 名
著 者 名

掲載年月

Identifying Heavy Hitter Flows from Sampled Flow Statistics
森 達 哉 （NTT）， 滝 根 哲 哉 （阪 大），Jianping PAN
（University of Victor ia）・川原 亮一（NTT），内田真人（九工
大），後藤滋樹（早大）
平成 年 月（EB）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

誘電体に対するガラーキンモーメント法─端部電荷を考慮した
直方体モノポール間の自己・相互インピーダンスの単積分化─
陳 強・ザイ フイチン・袁 巧微・澤谷邦男（東北大）
平成 年 月（B）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

次世代移動通信システム実現に向けた基地局・端末アンテナ技
術
長 敬三・山口 良・蒋 惠玲（NTT ドコモ）
平成 年 月（B）

論 文 名

著 者 名

掲載年月

A nm x LUT based FPGA Enhancing Speed and Yield
Utilizing Within Die Delay Var iations
小林和淑・香月和也・小谷 学・杉原有理・久米洋平・小野寺
秀俊（京大）
平成 年 月（EC）

論 文 名

著 者 名

掲載年月

KTa Nb O 結晶における空間電荷制御電気伝導と Kerr 効果
による光偏向現象
中村孝一郎・宮津 純・佐々木雄三・今井欽之・笹浦正弘・藤
浦和夫（NTT）
平成 年 月（C）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

Highly Reliable Submicron InP Based HBTs with over GHz

柏尾典秀・栗島賢二・深井佳乃・山幡章司（NTT）
平成 年 月（EC）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

Prediction of Fault Prone Software Modules Using a Gener ic
Text Discr iminator
水野 修・菊野 亨（阪大）
平成 年 月（ED）

論 文 名
著 者 名
掲載年月

筆順変動を表現するHMMとそのオンライン文字認識への応用
片山喜規・内田誠一・迫江博昭（九大）
平成 年 月（D）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

低い時間解像度の運動指令がもたらす手先軌道の性質：運動指
令表現の単純化仮説
阪口 豊・和田克己（電通大）
平成 年 月（D）

（（A），（ ），（ ），（ ）：和文誌，（EA），（EB），（EC），（ED）：英文誌 所属
：掲載時の所属）

以上 編

（分冊別掲載年月順）

論 文 名

著 者 名
掲載年月

誘電体に対するガラーキンモーメント法─端部電荷を考慮した直方
体モノポール間の自己・相互インピーダンスの単積分化─
陳 強，ザイ フイチン，袁 巧微，澤谷邦男（東北大）
平成 年 月（B）

（（ ）：和文誌 所属 :掲載時の所属）
以上１件

学術奨励賞（第 回）（定款 第 条ホ，へ）

〔基礎・境界ソサイエティ〕： 名 （五十音順）

受賞者 所 属 題 名 大会別 講演番号

Yang Yang
Xi an
Jiaotong
Univ

Face Animation Framework for Facial
Expression Synthesis 総合 A

石原 寛明 東芝
離散時間信号処理を用いた妨害波
キャンセル回路の提案

総合 A

内川 浩典 東芝
検査ノードの LLRに着目した逐次更
新型min sum復号方式

総合 A

落岩 諭 広島大
D サイフォン縮小に基づくペトリ
ネットの最小初期マーキング問題解
法AMDLO

ソサイ
エティ

A

小野寺 慶 北大
信号処理に用いられるユニタリ行列
と対称群の関係

総合 A

金澤 尚史 阪大
利得の動的再配分のある 戦略レプ
リケータダイナミクスの分岐現象

総合 A

岡 成晃 和歌山大
On the Suboptimality of Linear Lossy
Codes

総合 A

橋本 亮司 阪大
H CABAC復号器の高速化に関す
る一検討

ソサイ
エティ

A

室田 勇輝 阪大
多期間における分散 EMSの最適運転
計画問題

総合 A

〔通信ソサイエティ〕： 名
受賞者 所 属 題 名 大会別 講演番号

Lu
Zhenxing

早大
Sensitivity of Entropy based Analysis
to Detect Infected Hosts 総合 BS

石原 浩一 NTT

上りリンクマルチユーザ MIMO信号
検出に適したウェイト推定法

総合 B

高速光伝送におけるシングルキャリ
ア周波数領域等化技術

ソサイ
エティ

B

井上 祐樹
NTT
ドコモ

屋内オフィス環境におけるエリア自
動成形法の検討

総合 B

今泉 英明 東大

AS境界を考慮した光パケット用ヘッ
ダ方式

総合 B

テラビット級 LANにおけるハイブリッ
ド型光ネットワークアーキテクチャ

ソサイ
エティ

BS

今村 勝徳 古河電工

Restr ict Mode Excitation 法による端
局DCF フリー海底NZ DSF 伝送路

総合 B

超大容量伝送用マルチコアホーリー
ファイバに関する検討

ソサイ
エティ

B

上村 郷志 KDDI 研

FMC 環境における網区間毎の QoS
QoE 推定方式に関する考察

総合 B

整理券発行機能を用いたアクセス制
御システムの提案

ソサイ
エティ

B

恵木 則次 NTT

IPTV におけるインサービスオーディ
オ品質評価モデルの提案

総合 B

IPTV サービスにおけるインサービス
オーディオ品質評価モデルの有効性検証

ソサイ
エティ

B

太田 喜元
ソフト
バンク
テレコム

屋外・ NLOS 環境下における端末静
止・周辺移動時の伝搬変動特性

総合 B

LOS 環境における伝搬遅延プロファ
イルモデル

ソサイ
エティ

B

大山 竜也 古河電工
mm心線を使用したインドアケー

ブルの開発
総合 B
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川島 佑毅 三菱電機
TDMA アドホックネットワークにお
けるノード参入手法の検討

ソサイ
エティ

B

楠本 学 NEC
FFT を用いた超広帯域の振幅確率分
布測定

ソサイ
エティ

B

栗田 明 三菱電機
DCT を用いたタイミング再生方式の
広帯域QAM変調システムへの適用

総合 B

後藤 広樹 東北大
周波数利用効率 bit s Hz を有す
る周波数分割多重 Gsymbol s
QAMコヒーレント光伝送

ソサイ
エティ

B

坂田 勉
パナソ
ニック

角度広がりを考慮した空間フェージ
ングエミュレータ

総合 B

沈 紀
NTT
ドコモ

複数回測定による RTT 測位精度向上
に関する検討

総合 B

鈴木 慎一 NHK
軟判定復調方式ミリ波モバイルカメ
ラのスタジオ内伝送実験

ソサイ
エティ

B

立花 篤男 KDDI 研

複数パス上のパケット遅延計測に基
づく品質劣化区間推定法の検証

総合 B

シミュレーション解析に基づく BGP
経路障害箇所推定法の提案

ソサイ
エティ

B

千葉 英利 三菱電機

Particle Swarm Optimization を用いた
レドームの最適設計

総合 B

On the Inner Outer Flexible GMRES
Using the Fast Multipole Method

ソサイ
エティ

B

堤 由佳子 東芝

金属近接時にインピーダンス変化の
少ない線状アンテナ

総合 B

ハンドヘルド機器内蔵用低姿勢 共
振アンテナ

ソサイ
エティ

B

中島 昭範 三菱電機
階層化シンボルを用いる繰り返し干
渉キャンセルの伝送特性

ソサイ
エティ

B

永田 聡
NTT
ドコモ

Evolved UTRA における CQI 報告の
誤りを考慮した下りリンクスルー
プット特性評価

総合 B

Evolved UTRA 下りリンクにおける
ベリフィケーションを用いるセル
サーチ法

ソサイ
エティ

BS

長手 厚史
ソフト
バンク
モバイル

マルチリンク伝送における周波数オ
フセット干渉キャンセラの検討

総合 B

複数基地局協調送信電力制御に送信
電力再配分法を適用した場合のス
ループット改善効果

ソサイ
エティ

B

林 理恵 NTT

全光網における impairment を考慮し
た Traffic Engineer ing

総合 B

Novel traffic engineer ing control sys
tems consider ing impairment in all
optical networks

ソサイ
エティ

BS

原田 薫明 NTT

分割監視による異常トラヒックの可
検出性についての一考察

総合 B

差分トラヒック量を利用した異常ボ
リューム変化特定手法の精度評価

ソサイ
エティ

BS

藤井 啓正
NTT
ドコモ

次元地図データを用いた ITU R 勧
告 P におけるクラッタ損失算出
方法の検証

総合 B

藤野 洋輔 NTT
広域ユビキタスネットワーク用ダイ
バーシチ技術（ ）─周波数オフセット
送信ダイバーシチ─

総合 BS

増野 淳 NTT

OFDMA 無線システムにおけるサブ
キャリヤオーバーラップに関する一
検討

総合 B

マルチキャリア重畳伝送における
FEC尤度マスクを用いた干渉抑圧方
式の提案

ソサイ
エティ

B

松村 寛夫 三菱電機
超分解能処理における演算精度の影
響

ソサイ
エティ

B

水野 淳平
NTT
ドコモ

World Wide Web による電波伝搬推
定用レイトレーシングシステム

総合 B

計算規模を考慮したレイトレースシ
ステムのジョブ制御法

ソサイ
エティ

B

宮崎 功旭 KDDI 研

IMT Advanced テストベッドを用い
た下りR OFDM特性実験結果

総合 B

IMT Advanced テストベッドを用い
たツインターボ復号特性実験結果

ソサイ
エティ

B

宮澤 雅典 KDDI 研

IP MPLS GMPLS 網のネットワーク
リソース管理手法の提案

総合 B

NMS によるマルチレイヤネットワー
クの動的帯域制御手法

ソサイ
エティ

B

森 浩樹 東芝
THP を用いたマルチユーザMIMOシ
ステムにおけるストリーム割り当て
方法の提案

総合 B

山崎 浩輔 KDDI 研

ソフトウェア無線技術を用いた通信機
器主導型通信モード変更方法の提案

総合 B

複数信号処理プラットフォームへの
効率的な SDRソフトウェア移植に関
する一検討

ソサイ
エティ

B

山田 明 KDDI 研
大規模 DNS サーバのための異常検知
方式の提案

総合 B

山登 庸次 NTT

電話 Web 連携を促進する実行制御
機能の検討

総合 B

Web Telecom 連携サービスの擾乱防
止機能の検討

ソサイ
エティ

B

吉間 聡 三菱電機
Gbps PON 用バースト光送信器の
Turn on off 時間に関する検討

総合 B

〔エレクトロニクスソサイエティ〕： 名
受賞者 所 属 題 名 大会別 講演番号

安藤 暢彦 三菱電機
帯域通過特性サンプリングフィルタ
の構成検討

ソサイ
エティ

C

今村 明博 東工大

可変微小中空光導波路からの放射特
性

総合 C

可変中空光導波路を用いた光回路
ソサイ
エティ

C

岡本 健志 NEC
半導体 MZ・ループリングフィルタ
を用いた小型広帯域波長可変レーザ

総合 C

河口 民雄 東芝
気象レーダー用狭帯域送信フィルタ
の回路検討

ソサイ
エティ

C

妹尾 和則 NTT

アレイ導波路格子と空間光変調素子
を用いたチャネル個別設定可能な可
変分散補償器

総合 C

PLC 空間光学系融合技術を用いた多
チャネル個別可変分散補償器

ソサイ
エティ

C

陳 春平 神奈川大
急峻なバンドエッジ特性を持つ小型
擬似楕円関数 UWB バンドパスフィ
ルタの設計

総合 C

西村 直也 古河電工
光インターコネクション用高密度実
装コネクタ

総合 CS

能登一二三 三菱電機

負の群遅延時間に対する回路パラ
メータ依存性の検討

総合 C

抵抗装荷型安定化回路による C 帯
GaN HEMT 高出力増幅器の利得平坦
化検討

ソサイ
エティ

C

林 宏暁 日立
m帯アンクールド EA DFB レー

ザによる Gbps km伝送
ソサイ
エティ

C

藤原 直樹 NTT
熱補償型 SSG DBR レーザによる
nm高速波長掃引

総合 C

二ッ森俊一 北大

高温超伝導リアクション送信フィル
タを用いた GHz 帯電力増幅器の隣
接帯域ひずみ改善量評価実験

総合 C

GHz 帯高温超伝導リアクション送信
フィルタを用いた電力増幅器の両側
隣接帯域ひずみ改善

ソサイ
エティ

C

淵田 歩 東工大

導波路交差角 度を可能とするス
ローライト全反射型光スイッチ

総合 C

スローライト光導波路における挿入
損失の偏光依存性

ソサイ
エティ

C



教育活動に関する事項（定款 第 条ロ，へ）

平成 年度に発足した生涯教育委員会，アクレディテー
ション委員会， CPD委員会，小中高生科学教室委員会で構
成する教育活動協議会を中心に平成 年度も教育活動を展
開した．

先端オープン講座に関する事項
講座会場に関しては，春季講座は，平成 年度に引き続

き機械振興会館耐震工事のため，近隣の会場を使用して開講
し，秋季講座は，機械振興会館の工事完了により，会館の会
議室での開講に戻した．受講者へのサービス維持に配慮する
とともに，以下の方策を実施し受講者確保に努めた． 受講
者の負担軽減と選択幅を広げ，タイムリーな受講を促進する
ため， 回コースを主体とするコース編成を実施するととも
に， 日間の短期集中コースとして コースを開催した．
CPD（技術者の継続的な教育・能力開発）との連携に向け
関連学協会と協賛した周知・宣伝． 大口受講団体の探索と
継続的取り込み． 新設コースによる新規受講者の開拓（プ
ロジェクトマネジメントコース）．また，平成 年秋から導
入したオブジェクト指向と Java 技術での PC利用演習を継
続，実施した（PC演習の工夫，評価を通して，他のコース
へも拡大の予定）． 継続的受講を促進するための 回目以
降受講料の割引． 非会員受講者増大に向けたソフトウェア
講座専用ホームページの開設及び継続的な新聞雑誌への講座
案内記事掲載．また，支出面で経費節減に努めた．春季講座
（ 月 日 月 日）と秋季講座（ 月 日 月 日，

ただし 月 日， 日休講）を土曜日に開講した．開講講
座と受講状況は次のとおりであった．

平成 年度事業報告

宮永 和明 秋田大

接点低速閉成時の定常接触電圧到達
時間の測定

総合 C

低速閉成時の接触電圧の電流依存性
の測定

ソサイ
エティ

C

山崎 裕史 NTT
％ 超小型 PLC への CSP PD ス

タック型インラインモニタ集積
総合 C

米田 諭 三菱電機

波長リング共振器と 波長オー
プンスタブを用いた GHz 帯 LTCC
デュアルモードフィルタ

総合 CS

SIW 共振器装荷Q帯薄型導波管 BRF
ソサイ
エティ

C

〔情報・システムソサイエティ〕： 名
受賞者 所 属 題 名 大会別 講演番号

後守 裕介 電通大
カラー画像の二つの色成分の関係に
基づいてランダムゆがみとアフィン
変形に対応する画像電子透かし方式

総合 DS

阿部俊一郎 東北大
ADPCMを規範に用いた logPCMへの
下位ビット置換法の提案

総合 DS

上野 智史 KDDI 研
局所色特徴に基づく胃生検類似画像
検索の検討

総合 D

上向 俊晃 KDDI 研
CGM動画像におけるハイライト画像
抽出手法に関する考察

総合 D

岡本 和也 京大
オンライン実時間スケジューリング
問題における競合比の上限の改良

総合 DS

河合 紀彦
奈良先端
大

局所形状の類似度に基づくエネル
ギー最小化による三次元欠損修復

総合 D

佐野 卓 NTT
HDTV 対応双方向通信用 H AVC
リアルタイム並列ソフトウェアコー
デック

総合 D

志水 信哉 NTT
Global Depth Map を用いた多視点映
像符号化における予測情報削減

総合 D

韓 昇龍 東大
時間変化を考慮したランレングスを
用いた Time Varying Mesh の幾何情
報

総合 D

〔春季講座〕

コ ー ス 別
受 講 者 数

（ ）：内団体受講数

A：情報通信ネットワーク技術 名

Aa：NGNとインターネット及び IP ネットワーク技術 名

B：システム LSI 設計技術 名（１）

新 C：実践プログラムマネージメント 名（１）

E：オブジェクト指向と Java 技術 名

F：情報セキュリティ技術 名

計 名

（ただし，Aa，F コースは全 回，新 C，E コースは短期集中講座）

〔秋季講座〕

コ ー ス 別
受 講 者 数

（ ）：内団体受講数

A：情報通信ネットワーク技術 名

Aa：NGNインターネット及び IP ネットワーク技術 名（５）

新C：実践プログラムマネジメント 名（４）

E：オブジェクト指向と Java 技術 名

F ：情報セキュリティ技術 名（２）

計 名

（注）秋季は，Bコース休講により５コースの開講

JABEE活動について
JABEE の学部認定審査はほぼ軌道にのってきており，平
成 年度は定常的な活動を行った． JABEE 本体への委員の
派遣をして JABEE の運営に協力するとともに，学部プログ
ラムの審査を電気学会，情報処理学会と連携して実施した．
また，審査員の確保並びに教育機関への最新規程等の周知を
目的に， JABEE 審査講習会を 月（東京）と 月（愛媛）に開
催した．

技術者の継続的な教育・能力開発
CPD（Continuing Professional Development）委員会は，本
会の技術者教育への取組みを JABEE 活動と CPD活動を車の
両輪として形成するとの位置付けから設置され，日本工学会
下の CPD 協議会（ 年度に PDE 協議会から改組）と連携
して活動を進めている． 年度も 年度に引き続いて，電
気学会，情報処理学会と協力して，「電気電子・情報系 CPD
協議会」を密接に開催し，共同で協議を進めた．特に，新し
い会員サービス実現のため，技術者に対するWeb 版 CPDポ
イント登録システムの試行運用を継続して，本格実施に向け
た問題点の検討を深めた．合わせて，技術者資格制度の検討
も進めた．
関連資料：http: www ieice org jpn cpd index html に掲載．

小中高校生を対象とした科学教室
小中高校生を対象とした科学教室は，子供の科学離れを防
ぐための活動の一環として平成 年度より実施してきた．平
成 年度も会員及び関連企業の協力の下に，各支部と連携
して，活動範囲等を拡大しながら実施した．開催回数は 回，
参加者合計は 名であった．
本活動を開始してから 年強経過しており，これまで，

長年ボランティアとして活動して頂いた講師の方々に対し，
本年度に会長名の感謝状を贈り，謝意を表した．
また，本活動を支えている「子供の科学教室基金」を長期
的，健全に維持するため，平成 年度から開始した募金活



動については，平成 年度（平成 年 月末現在） 名
（個人会員 名と 法人，維持員 社）から約 万円の
募金協力を得て有効に利用させて頂いている．
平成 年度の活動状況について以下に示す．

関連学術団体との連携に関する事項（定款 第 条チ）

平成 年度は，下記のほかに 件の協賛・後援等を行っ
た．
・ 私立大学合同シンポジウム「男女共同参画の輪を拡げよ
う」
（平成 年 月 日 東京女子医科大学，日本女子大
学，早稲田大学，慶應義塾大学，津田塾大学，東海大学，
日本大学主催）

・日英シンポジウム「情報化社会におけるプライバシーとセ
キュリティ」
（平成 年 月 日， 日 日本工学アカデミー，
英国王立工学アカデミー主催）

専門講習会に関する事項（定款 第 条ロ）

支部主催，本部支援の専門講習会を次のとおり開催した．

電子情報通信学会誌 Vol No

題 目 ・ 講 師（敬称略） 開催年月 参加数

見 学 会：NHK放送技術研究所
テ ー マ：「見てみよう！最先端技術の世界」
講 師：久保田啓一・九鬼孝夫・三ツ峰秀樹（NHK）
共催支部：東 京

H 名

実習教室：東京大学会場
テ ー マ：「コンピュータ・プログラミングを自作してみよう！」
コーディネータ：池田 誠（東大）
講 師：浅見 徹（東大），山崎克之（長岡技科大），野々

山紫（NTT AT）
共催支部：東 京

H 名

見 学 会：NTT 武蔵野研究開発センタ
テ ー マ：「見てみよう！通信技術の最先端」
講 師：池田博昌（東京情報大），石井六哉（横浜国大）
共催支部：東 京

H 名

科学教室：日本女子大学会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
講 師：今井 元・黒沢 格（日本女子大）
共催支部：東 京

H 名

科学教室：大阪大学基礎工学部会場
テ ー マ：大阪大学基礎工学部システム科学科電子システム

学コース一日体験入学
講 師：飯國洋二（阪大）

H 名

見 学 会：大学の研究室訪問（中央大学：牧野研究室）
講 師：牧野光則（中大）
共催支部：東 京

H 名

見 学 会：大学の研究室訪問（日本女子大学：小舘研究室・
今井研究室）

講 師：小舘香椎子・今井 元（日本女子大）
共催支部：東 京

H 名

見 学 会：大学の研究室訪問（東京工業大学：古井・篠田研
究室）

講 師：古井貞煕・岩野公司（東工大）
共催支部：東 京

H 名

科学教室：明治大学会場
テ ー マ：夏休み科学教室
講 師：玉木久夫・井口幸洋・宮下芳明（明大）
共催支部：東 京

H 名

体験教室：名古屋テレビ塔
テ ー マ：高校生のためのロボット体験教室
講 師：高橋友一・小中英嗣（名城大）
共催支部：東 海

H 名

科学教室：横浜国立大学会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
講 師：石渡信吾・但馬文昭・吉原美知子・川原田康文・

平山次清（横浜国大）
共催支部：東 京
※本科学教室は横浜国立大学の市民講座の中で，子供・保護
者向けに企画した科学教室で，本会と共催した科学教室で
す．（企画：横浜国立大）

H 名

科学教室：横浜国立大学会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
講 師：篠田庄司（中大），池田博昌（東京情報大），石井

六哉（横浜国大），白川 功（兵庫県立大），築山
修治（中大），小山正樹（奈良先端大）

共催支部：東 京
※本科学教室は横浜国立大学の市民講座の中で，本会が企画
し共催した科学教室

H 名

科学教室：中央大学会場
テ ー マ：安心して生活できる社会をめざして
講 師：今井秀樹（中大）
共催支部：東 京

H 名

科学教室：愛媛大学会場
テ ー マ：愛媛大学科学体験 フェスティバル
後援支部：四 国
※この企画は愛媛大学で毎年開催している「愛媛大学科学体
験フェスティバル」の企画に本会四国支部が参加

H 名

科学教室：機械振興会館会場
テ ー マ：音の正体
講 師：大賀寿郎（芝浦工大，東京電機大）
共催支部：東 京

H 名

科学教室：帝塚山大学会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
講 師：篠田庄司（中大），池田博昌（東京情報大），石井

六哉（横浜国大），白川 功（兵庫県立大），小山
正樹（奈良先端大），日置慎治・堀真寿美（帝塚
山大）

共催支部：関 西

H 名

工作教室：秋田県立大学会場
テ ー マ：ディジタルタイマーをつくり，時計のしくみをし

ろう
講 師：阿部紘士・高山正和・戸花照雄（秋田県立大）
共催支部：東 北

H 名

科学教室：日本女子大学会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
司 会：今井 元（日本女子大）
講 師：濱部 勝・高橋雅江（日本女子大）
共催支部：東 京

H 名

見 学 会：大学の研究室訪問（東京大学：工学部電子情報
系・VDEC）

講 師：三田吉郎・杉山正和 山崎俊彦・久保田雅則 澤
村智紀（東大）

共催支部：東 京

H 名

科学教室：日本女子大学会場
テ ー マ：魅力いっぱいの科学の世界を体験しよう
講 師：小舘香椎子・小川賀代（日本女子大）
共催支部：東 京

H 名

講 演 会：那覇高校出前教室
講 師：池田博昌（東京情報大），高良富夫（琉球大）

H 名

科学教室：琉球大学会場
テ ー マ：不思議がいっぱい科学の世界
講 師：翁長健治（琉球大），池田博昌（東京情報大），築

山修治（中大），石井六哉（横浜国大），高良富夫・
名嘉村盛和（琉球大）

共催支部：九 州

H 名

計 回 名

支部名 題 目 開催年月日 参加者数 場 所

東 北
微細加工・ナノテクノロジーの
最新技術

H 名 秋田大学

信 越
組込みシステム講習会（ハー
ド・ソフトのコデザイン）

H 名 長岡技術科学大学

東 海
グリーン IT に向けた技術開発
の最前線

H 名 ローズコートホテル

北 陸 専門講習会
H

名 富山大学



学生事業に関する事項（定款 第 条へ，チ）

会誌「学生会報告」欄の掲載記事
各支部学生会の活動状況等を会誌「学生会報告」欄に掲載
した．
・平成 年 月号：平成 年度各支部学生会事業報告
・平成 年 月号：各支部・学生ブランチ学生員の感想

学生員の入会勧誘
各支部に入会勧誘のために PR用資料として，「ポスター」
と宣伝を兼ねた「学生用入会案内」をそれぞれ配布した．
各支部において学生員増強基金を利用した学生員勧誘，学
生ブランチ設置校募集が行われた．また，継続検討事項とし
て，学生員増強基金の有効利用，基金利用基準について検討
を行った．

学生へ情報小冊子の配布
学生への情報小冊子「学生の皆さんへ」を 部作成し，

年 回学生員及び各支部へ配布した．特に卒業（修了）予定
の学生に対して，正員に昇格する際の会費減額サービスを早
期に連絡して会員手続き依頼をするとともに，会費未納者へ
の支払請求を 月から毎月行った．

学生ブランチについて
平成 年度は，以下の 校（会津大，東北大，慶大，千

葉大，千葉工大，津田塾大，電通大，東工大，都立産業技術
高専，日本女子大，信州大，豊橋技科大，名大，名城大，愛
媛大，香川大，徳島大，大分大，琉球大）から活動報告があっ
た．
また，ホームページ「学生のひろば」に学生ブランチの活
動紹介記事及び設置申込みから報告書作成までの資料，流れ
を掲載し，学生ブランチ設置校の増大を図った．
支部活動として実施するため，設置校の申請を各支部を通
じて受け付けることとした．また，各支部学生ブランチの活
動については，学生会連絡会に報告し，各支部学生が自主的
に参加し，運営していける環境作りを検討した．

男女共同参画に関する事項（定款 第 条ハ，チ）

電子情報通信工学分野において男女が共に，研究・開発・
教育等の仕事や勉学，及び学会活動に，十分な力を発揮して
快適に参画するための活動を推進した．
平成 年度の活動は以下のとおりである．男女共同参画

学協会連絡会の大規模アンケートの報告書作成に参加．女子
高校生夏の学校 科学・技術者のたまごたちへ に後援，実
行委員会に参加し，ポスター展示を実施．男女共同参画学協
会連絡会の幹事団に参加．女子学生のための男女共同参画企
業見学ツアーを実施．女子高校生ジュニア科学塾 in
関西に後援，本学会から実行委員が参加，学会グッズを提供．
平成 年 月の総合大会において，託児室を開設．

検討部会に関する事項（定款 第 条ハ，チ）

他学会との連携について
平成 年に「電気・情報関連学会連絡協議会」を発足させ，
共通の問題に対して協力して取組みを進めてきた．他学会へ
の各種行事に会員扱いで参加を認め合い，共通のホームペー
ジを立ち上げて各学会のホームページとリンクを張るなど進
めてきた．平成 年度は，新法人法に対する取組みを共通
課題と位置付け，貴重な情報交換を行った．

卓越技術データベースの作成について
電気・情報関連 学会連携による平成 年度科学研究費

補助金に基づくデータベース作成活動（第 期）を実施した．
我が国の卓越技術について，今年度は 件（うち，本会
分は 件）を追加し，第 期と合わせた 件（うち，
本会分は 件）について，「電気のデジタル博物館
（www dbjet jp）」として公開している．（件数は 年
月 日時点における集計値である．）

会員に関する事項（定款 第 章）

名誉員の推薦
今井 秀樹（中 大）
釜江 尚彦（N I I）
榊 裕之（豊田工大）
富永 英義（早 大）
平田 康夫（A T R）
山田 宰（パイオニア）

を定款第 条イ項により名誉員に推薦した．
フェロー称号の贈呈

平成 年度事業報告

関 西
安全運転支援に向けた ITS 技
術の最新動向

H 名 中央電気倶楽部

四 国
uCLinux 組込み技術講座
インターネットを利用した遠隔
制御入門

H
H

名
名
高松高専
詫間電波高専

九 州
光・電波を用いた可視化技術の
最新動向

H 名 宮崎大学

計 回

〔基礎・境界ソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

稲垣 敏之 人と機械の協調に基づくシステムの安全制御に関する研究

今井 正治 電子設計自動化技術の教育研究および標準化

潮 俊光 非線形及び離散事象システムの解析と制御

酒井 英昭 信号処理における統計的理論の発展

林 初男 脳のカオスの発見と脳型情報処理への非線形力学の応用

藤原 融 誤り訂正符号と情報セキュリティの先駆的研究

渡邉 敏正 組合せ最適化問題の計算複雑度解析とアルゴリズム設計

〔通信ソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

阿部 威郎 通信網信頼性に関する研究と通信品質研究活性化への貢献

荒木壮一郎 フォトニックノード・ネットワーク制御技術の研究開発への貢献

池田 哲夫 電磁環境の生体効果の先駆的研究と社会啓発活動への貢献

岩下 克 光の周波数を制御する高性能光ファイバ通信技術の先駆的研究
開発

宇高 勝之 大容量光伝送システム用動的単一波長レーザの先駆的研究開発

宇野 亨 計算電磁気学の基礎とその応用に対する貢献

梅比良正弘 衛星通信および無線アクセスの変復調技術の研究開発に対する
貢献

越後 宏 環境電磁工学の基礎研究と学術普及に関する貢献

小粥 幹夫 光ファイバケーブル高信頼化技術に関する貢献

小川 恭孝 無線通信における空間領域信号処理およびその応用への貢献

片山 正昭 無線通信方式分野における研究と教育に対する貢献

小林 英雄 ディジタル信号処理を用いた高能率変復調技術の研究への貢献

古賀 隆治 プリント回路基板からの電磁放射解析と EMC研究連携への貢献



シニア会員称号の贈呈
選奨委員会において平成 年度に検討し，理事会，総会

で承認を得たシニア会員制度は，平成 年度から申請を開
始し，ホームページ及び数回にわたる会誌会告欄を通じて会
員への周知に努めるとともにWeb による申請システムを構
築した．その結果として， 名を超えるシニア会員の申請
を受付，現在，各ソサイエティで審査中である．その後，シ
ニア会員審査委員会， 月理事会の承認を受けて，贈呈する
予定である．

会員の現況
会員数の減少を意識して平成 年度からの，（ ）会費の

前納制，（ ）銀行・郵便局での自動引落とし会費の ％割引，
を継続的に実施した．これらの施策により平成 年度末の
会員数は下表に示すように前年度と比較するとマイナスに転
じているが，前納制移行前の減少と比較すると歯止めがか
かった状態でもあり，更に継続的に調査を実施する．
会員数の減少に対する継続的な取組みとして，（ ）各学生
員に対して学生員から正員への移行時の 年間会費減額サー
ビスの周知と「正員証」の送付，（ ）支払いを忘れて滞納し
ている会員に対して継続的な会費請求を実施，（ ）学生員の
意識向上を意識して学生ブランチ校の増大施策，などを実施
した．

（１） 会員数は次のとおりである．
上段：年度末会員数 （ ）内はフェロー会員数
下段：年度末会員数（当年度会費未納者を除いた会員数）

電子情報通信学会誌 Vol No

阪田 史郎 マルチメディア通信，ユビキタスネットワークの研究開発への
貢献

庄木 裕樹 衛星搭載アンテナおよび無線通信アンテナの研究と実用化への
貢献

神力 正宣 レーダ信号処理に対する貢献

鈴木 修三 光ファイバケーブルの研究開発と実用化

鈴木 正敏 高速光通信システムへの貢献

鈴木 康夫 アンテナの高性能化および高機能化とその実用化に対する貢献

立田 光廣 光ファイバの特性評価ならびに設計による光伝送方式実用化へ
の貢献

梨本 恵一 PLZT 薄膜光導波路技術の確立による光ネットワークへの貢献

波平 宜敬 光海底ケーブル用光ファイバと測定法の先駆的研究開発と実用
化

新津 善弘 ネットワークサービスソフトウェア技術の研究開発に対する貢
献

橋本 弘藏 地球から出る自然電波の研究と宇宙太陽発電所の研究推進への
貢献

藤井 伸朗 オブジェクト指向通信網オペレーションシステム技術開発への
貢献

堀 俊和 ワイヤレスシステムのための高性能アンテナの研究実用化への
貢献

牧野 滋 衛星通信用反射鏡アンテナの研究と実用化への貢献

真鍋 武嗣 ミリ波伝搬およびサブミリ波帯放射計測技術に関する研究への
貢献

森川 博之 ユビキタスネットワークに関する先駆的研究

守倉 正博 無線 LANシステムの研究開発と標準化への貢献

山中 直明 光ネットワークおよび超高速スイッチング技術の研究への貢献

若原 恭 ネットワークソフトウェア技術に関する研究開発と学会活動へ
の貢献

和田 修 光信号処理に向けた革新的光デバイスの開発と光ネットワーク
応用

渡邉 文夫 衛星及び移動通信システムとアンテナに関する研究開発への貢
献

〔エレクトロニクスソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

大森 裕 有機電子・光材料の開拓と有機発光デバイスへの貢献

茅根 直樹 半導体レーザの動作特性に関する先駆的研究と実用化への貢献

本城 和彦 マイクロ波半導体回路の高性能化および集積回路化への貢献

三上 修 光表面実装技術の先駆的研究

吉田 淳一 通信用光半導体デバイスの研究開発と国際標準化への貢献

〔情報 システムソサイエティ： 名〕
贈呈者氏名 貢 献 内 容

石田 亨 デジタルシティの実証的研究への貢献

井出 秀人 生体計測および福祉機器応用に関する研究と教育への貢献

伊東 晋 画像の符号化，画像認識，放送システムの研究開発への貢献

井上 克郎 ソースコード解析技術の実用化に関する貢献

金子 正秀 顔画像処理，ヒューマンインタフェース技術の研究開発への貢
献

菅原 研次 知識処理技術の知的分散システムへの応用に関する先駆的研究

田中 和世 音声認識技術の高度化と音声インタフェース標準化の推進

仁木 登 医用画像処理に関する研究と情報工学の教育への貢献

馬場 敬信 コンピュータシステムに関する先駆的研究及び教育への貢献

平井 有三 ニューラルネットワークの技術発展に対する貢献

森 欣司 自律分散システムの提案，技術研究開発，実用化への貢献

吉川 正俊 データ工学における先進的研究とその応用に対する貢献

会員種別 名誉員 正 員 学生員 准 員 特殊員 維持員 合 計

平成 年
度末会員数

（ ）
（ ） （ ） （ ）

平成 年
度末会員数

（ ）
（ ） （ ）

前年度末と
の差

（ ）
（ ） （ ） （ ）

（注） 名誉員の関口利男は平成 年 月 日に，山口開生は 月 日に
逝去した．

（２） 各支部における年度末予定会員数は次のとおりであ
る．
上段：年度末会員数 （ ）内はフェロー会員数
下段：年度末会員数（当年度会費未納者を除いた会員数）

会員種別

支部
名誉員 正 員 学生員 准 員 特殊員 維持員 合 計

北海道 （ ）
（ ） （ ）

東 北
（ ） （ ）

東 京 （ ）
（ ） （ ）

信 越
（ ） （ ）

東 海 （ ）
（ ） （ ）

北 陸
（ ） （ ）

関 西 （ ）
（ ） （ ）

中 国 （ ）
（ ） （ ）



ソサイエティ事業

ソサイエティ制開始 年目にあたる平成 年度は，各ソ
サイエティにおいても特色のある企画等を実施し，研究調査
活動も順調に推移した．また，各ソサイエティの連携を図る
ためにソサイエティ連絡会を 回開催した．

◎ 基礎・境界ソサイエティ

平成 年度に行われた基礎・境界ソサイエティの活動の
うち主なものを下記に示す．
（１） 技術研究報告のオンライン化に関する基本的な考え

方
下記の意見を基礎・境界ソサイエティの意見として研究会
SWGに上げた．
（ ） 技報のオンライン化に伴う新たな収益モデルの構築
及び収入の保証までは，学会全体の問題として学会本体で検
討して頂くことを希望する．一方，オンライン化の具体的な
実施方法は，各ソサイエティの実態に合わせてソサイエティ
で検討する．
（ ） 基礎・境界ソサイエティでは，技報のオンライン化
後も印刷版の技報を当面存続させる．
（ ） 今後の検討資料とするため，印刷版の論文誌を取り
やめた際の検討事項や収支の推移などに関する情報の提供を
依頼する．
（ ） 技報の電子化とオンライン化の区別を明確にするよ
う，研究会 SWGに働きかける．
（ ） 技報のオンライン化にあたっては，過去の著作権の
委譲をどのように行うのかについて， 学会本体に検討を要
請する．
（２） ITC CSCCの今後の進め方
IEEKからのレターを受け， ITC CSCCの今後について，

基礎・境界ソサイエティ内でWGを作り議論した．結論と
して，基礎・境界ソサイエティがエレクトロニクスソサイエ
ティと協力し，今後の発展をサポートしてゆくこととした．
またソサイエティとしても本会議をソサイエティレベルの国
際会議と位置付け，対 IEEKに関する事項に関しては，事業
担当副会長が対応することとなった．
（３） 新電子論文誌 Nonlinear Theory and its Applica

tions， IEICE（略称NOLTA）の発行に向けて
月 日に開催された基礎・境界運営委員会において非

線形理論とその応用サブソサイエティ会長から，新しい電子
英文論文誌を発行することの提案があった．審議の結果，基
礎・境界運営委員会として，発行に向けて進めるという提案
を承認した．本件は 月 日の理事会で承認された．今後，
発行に向けて準備を進めていく．
（４） SITA を IEICE に迎えるための検討状況報告
「情報理論とその応用学会（略称 SITA，サイタ）」を新た

なサブソサイエティとして受け入れることができるかどうか
について検討した． 月 日の運営委員会で，これまでの
検討の経緯が報告され，更に今後は，基礎・境界側でも検討
WGを作り， SITA 側WGと合同で検討を進めることが提案
され，承認された．具体的には，平成 年 月以降の合同
WGで様々な問題点を検討し，双方の学会に適宜進行状況を
報告しながら進めることとした． 月 日及び 月 日に
合同WGが開催され，詳細な検討を行った．今後，更に検
討を進めていく．
（５） 学術研究集会の活動終了について
本部規程の「学術研究集会処理要領」が平成 年 月
日で廃止となることに伴って，基礎・境界ソサイエティに三
つあった下記の学術研究集会の活動を終了することとした．
・ 非線形理論とその応用学術研究集会
・ 多次元移動情報ネットワーク学術研究集会
・ ITC CSCC学術研究集会
上記のうち，「多次元移動情報ネットワーク学術研究集会」
の活動終了報告が 月 日の運営委員会で行われた．また，
「非線形理論とその応用学術研究集会」は今後，非線形理論
とその応用サブソサイエティの中で活動を引き継いで行うこ
ととした．「ITC CSCC 学術研究集会」は本報告の（２）の
とおり，ソサイエティレベルの国際会議と位置付けて，ソサ
イエティ全体で活動を行っていくこととした．
（６） 活性化WGの活動を幹事会として行うことについて
これまで「活性化WG」として，ソサイエティの活性化を
中心に議論してきたWGの活動を終了し，今後はこの活動
を継続して，幹事会として開催することとした．その主な理
由は，活性化WGは基礎・境界ソサイエティの方針や課題
を実質的に検討する重要な場であるのに，会長と次期会長が
オブザーバとなっている，また， 名のサブソ会長が活性化
WGのメンバーでないなど，幹事会として開催した方が会議
の内容にふさわしいことによる．
（７） 技術報告合冊化について
複数日にわたって国際ワークショップと研究会を共催する
場合に，技術報告を合冊とすることが承認された．
（８） ソサイエティ表彰者の決定
月 日（金）に電気通信大学においてソサイエティ表彰

審議委員会を開催し，功労賞 件，功労感謝状 件の表彰者
を決定した．なお，特別功労賞の該当者はなかった．ソサイ
エティ大会期間中の 月 日（水）に表彰式が行われた．
（９） 活性化事業としてソサイエティ内のホームページの

充実
Fundamentals Review 誌の Web 上での公開をはじめ，

Web での情報発信は会員サービス向上のためにますます重
要となる．このため，WGを設置し，基礎・境界ソサイエティ
のホームページ全体をデザインを含め見直した．活性化事業
費として 万円を使用することとした．
（ ） 時限研究専門委員会の活動継続の承認
これまで 年間活動してきた「イメージメディアクウォリ

ティ時限研究専門委員会」に関して，同研究専門委員会の申
請に基づき，更に 年間活動を継続することを運営委員会
メール審議で承認した．

◎ 通信ソサイエティ

通信ソサイエティでは，平成 年度より独立採算化の本
格実施を行い，会計処理の透明化と財務基盤の把握に努め，
機動的な活動が可能な環境作りを進めるとともに，執行委員

平成 年度事業報告

四 国 （ ）
（ ） （ ）

九 州
（ ） （ ）

海外在住
（ ） （ ）

Overseas
（ ） （ ）

合 計 （ ）
（ ） （ ）



会・会員サービス幹事，ソサイエティ編集会議，研専運営会
議を中心に活性化のための施策を進めてきた．
（１） 財務管理
本部との会費配分及び総合大会剰余金配分の見直しや，本
部の国際会議立替資金制度の廃止などがあり，ソサイエティ
の独立採算化が一段と進んだ．ソサイエティの財務基盤は，
収入が微減ながらも，様々な費用効率化により堅調な基盤を
維持している．したがい，財務施策としては，技報電子化ト
ライアルシステム構築への費用投入，総合大会・ソサイエ
ティ大会アーカイブ化への費用投入などの活性化施策の推進
を行った．
また，今年度決算から一般社団法人法の適用を受けること
になり大きなインパクトがあるため，決算主義に基づく新会
計ルールを国際会議関係者，研専活動関係者へ展開した．特
に，主催・共催する国際会議の収支は新たにソサイエティ会
計に組み込むことになったため，活動財務規模が拡大した数
字での決算となった．
（２） 研究専門委員会
会員アンケートの結果を受け，研究専門委員会の担当専門
分野の整理を行った．ホームページ掲載時の体裁を考慮し，
全研究専門委員会に対して項目数に上限を設け，研究会，大
会への投稿時の参考情報として有益に使用頂けることをね
らっている．また，研専運営会議活性化資金について，常設
研究専門委員会が活性化を目的にある程度自由に使用できる
枠を設け，研究会活動の活性化のための施策を推し進めた．
また，昨年度より開催している研究専門委員会横通しの情報
交流のための幹事連絡会を，今年度は決算，予算が大きく変
更となることから 回開催し，手続きの大幅変更に対応でき
るよう準備を進めた．大会活性化施策についても，継続的に
各研究専門委員会にて検討を進めている．
（３） 技報電子化
技報電子化実運用時の利用状況データ収集を行う目的で，
月から技報電子化トライアルを実施した．技報予約者以

外に，各研専がトライアルアカウントを配布できることとし，
トライアルによる有益なデータを数多く収集できるようにし
た．今後トライアルを継続しシステム修正などの内容の充実
を図る予定である．また，利用状況や利用者に対するアンケー
トの実施結果等を分析し，会員数の推移や収支予想もした上
で，技報電子化の実運用の可否について通ソとしての判断を
行う．実運用を行うと判断した場合には，実運用段階に向け
た課題を整理し，その解決策について検討し，学会へ提言を
行う．
（４） 通信ソサイエティWelcome Par ty
ソサイエティ大会活性化に向けた一企画として，通信ソサ
イエティの会員，特に学生会員や若手社員が気楽に集まり歓
談できる場を提供すべく，ソサイエティ大会初日に第一回通
信ソサイエティWelcome Par ty を開催した． Party では，情
報通信産業で活躍されている 名の若手研究者から情報通
信産業の魅力をアピールして頂く企画なども実施した．
Party 後に頂いたフィードバックは，今後の企画に生かして
いく．
（５） 新コンテンツサービス
昨年度実施した会員サービスアンケートの要望に基づき，
総合大会及びソサイエティ大会の講演論文集をWeb 上で閲
覧できる「CS アーカイブス」サービスを検討し，開発に着
手した．本サービス実施は大会委員会にて了承され，
年 月よりサービス開始予定である．更に，コンテンツ拡充
に向けて，チュートリアル資料やパネルディスカッション資

料のアーカイブ化について，検討を進めた．
（６） 通信ソサイエティマガジン
マガジン創刊より 年が経過し， 年目となる 年夏

号より編集会社を変更する．これにより，表紙のデザイン等
がリニューアルされ，更に，編集経費の削減が図られる．経
費削減を図る一方で，新企画を立案し，内容の更なる充実を
目指している．
（７） 通信ソサイエティ論文賞
通信ソサイエティ論文賞として 年 月から 年
月発行の和英論文誌に掲載された論文の中から，優秀論文賞
編，チュートリアル論文賞 編，Best Paper Award 編，
Best Letter Award 編（該当なし）， Best Tutor ial Award
編の計 編を選定し，ソサイエティ大会総会で表彰式を行っ
た．
また，これとは別に，和文論文誌編集委員会では学生等の
若手研究者の研究活性化を図るため，学生論文特集号を企画
し，掲載された論文 編の中から優秀な論文 編を選定し
表彰した．
（８） 国際関連
シスターソサイエティであるドイツ電子情報系学会

（VDG ITG）との覚書再締結を実施した．中国 CICとはシス
ターソサイエティMOU を締結し，双方の交流を進めていく
ことになった．また，通ソメーリングリスト及び IEEE
ComSoc の双方のメーリングリストを使った会員サービス
（CFP や論文誌の目次の配信）， Global News Letter の発行
を継続して実施した．
（９） 国際会議に関する事項
通信ソサイエティ主催で 件，通信ソサイエティ共同主催

で 件，通信ソサイエティの研究会共催で 件の国際会議を
開催した．また，通信ソサイエティとして 件，通信ソサイ
エティの研究会として 件の国際会議に対して協賛を行っ
た．

◎ エレクトロニクスソサイエティ

（平成 ）年度は，独立採算下における効率的なソサ
イエティ運営を目的に，全体会議である運営委員会（委員数
名）を年 回開催として，少人数（ 名）により構成される

執行委員会を年 回開催して，通常のエレソ事業活動の状況
把握及び意思決定の機動性向上を図った．更に，執行委員会
の傘下に設置した「企画会議」，「編集出版会議」，「研究技術
会議」の 会議体制を中心に，ソサイエティ活性化に向けて
新施策の検討及び具体化を進めてきた．ソサイエティの主な
活動を，三つの会議ごとに以下に示す．

企画会議
（１） 予算：将来の新公益法人認定に向けた会計基準のた

め，平成 年度末決算より国際会議及び研究専門委
員会の収入・支出，収支差を本会の基本会計に組み入
れることとし，平成 年度国際会議の活動及び収支，
並びに研究専門委員会の平成 年度予算の集計を，
研究専門委員会・研究技術会議の協力のもとで新たに
実施した．また，エレソの更なる活性化に向けてエレ
ソ独自の施策を立案実施する目的で使用できる「その
他事業費」枠の充実を図り，特に，学生奨励賞，技術
コンテンツの作成，技報の電子アーカイブ化など会員
サービスに向けた企画に予算を重点的に配分した．更
に，エレソの運営効率化を図るための「執行委員会資
料閲覧システム構築」予算枠を新たに設けた．

電子情報通信学会誌 Vol No



（２） 顕彰：学生会員活性化を目的としたエレクトロニク
スソサイエティ学生奨励賞を継続して大会ごとに実施
し，今年度計 名の表彰を行った．更に，エレクト
ロニクスソサイエティ会長特別表彰制度の新規創設に
ついて議論を開始した．

（３） 広報：エレソ会員向けビデオコンテンツの作成を開
始し，大会エレソプレナリーセッション，及びエレソ
材料・デバイスサマーミーティングの特別講演，計
件の配信を行った．更に，過去の運営委員会・執行委
員会で議論した内容を検索可能にする「執行委員会資
料閲覧システム」を構築した．今後，運営委員会内の
情報共有と会議の効率化に活用する．
編集出版会議

（１） エレソ活性化予算として，掲載料の各種減額・免除，
英 文 品 質 チェッ ク， IEICE Electronics Express
（ELEX）宣伝パンフレットの作成などを提案し，実
行に移している．

（２） 電子ジャーナル形態に移行した和文論文誌及び英文
論文誌の望ましい著者負担のあり方について議論を開
始した．今後，検討結果をまとめ，他のソサイエティ
にも提案を行う予定．

（３） 和文誌 号記念特集号及び ELEX 創刊 周年記
念特集号企画を推進した．発行及び配布にはエレソ活
性化予算を活用する予定である．

（４） 英文誌の「Letter」の位置付けを明確化するために，
同誌に「Brief paper」という論文種別を新設し投稿受
付を開始した．

（５） ELEXについては，インパクトファクター取得を受
けて発行までの早さ・質・オープンアクセスを強みと
して国際的認知度向上を推進した．
研究技術会議

（１） 研究専門委員会：エレソの根幹を成す の第一種
研究専門委員会と の時限（第二種）研究専門委員
会が活発な研究活動を行った．また， 年度より
エレソ主催の国際会議であるAPMC，MWP の国内委
員会委員長を正式メンバーとした．

（２） 国際会議：主催・共催 件及び協催（技術共催）・
協賛案件 件を開催した（ 年 月 年
月）．

（３） （平成 ）年ソサイエティ大会（明大）では一
般講演 件に加えて，シンポジウム講演 件（通
ソとエレソ共催企画 件含む），ソサイエティ特別企
画 セッション，チュートリアル セッション，依頼
シンポジウム セッションを実施した．特にマイクロ
波，光エレクトロニクス，集積回路等を含む様々なエ
レクトロニクス分野において情報通信社会の高度化を
支えるデバイス技術に関する企画や発表が多く行われ
た．ソサイエティ特別企画「ミリ波実用化に向けたデ
バイス・回路・システム技術の現状と将来」，チュー
トリアルセッション「ヘテロジニアス・インテグレー
ション技術の現状と展望」など興味深い企画も充実し，
多くの聴衆を集めた．

（４） 研究会活性化基金を運用して超伝導研究専門委員会
で国際超電導シンポジウムを利用した海外研究者の招
待講演会が開催された．超伝導分野で著名な 名の海
外研究者を招き，日米のプロジェクトに関する招待講
演やパネル討論会が行われ，通常よりも多くの参加者
とパネル討論の時間が大きく不足するくらいの熱心な

議論が行われた．このほかに 件の活性化基金を利用
した企画を承認した．

（５） リーダーズ・ミーティング（研専幹事意見交換会）
を平成 年 月 日に行った．研究専門委員会運営
にかかわる幹事，幹事補佐に参加してもらい，各会議
から研究専門委員会に関する主要な伝達事項の説明を
行い，交流を深めた．
（平成 ）年度は， 会議体制を維持しつつ様々な新

施策の実行を行い，その効果と課題を常にチェックしながら
「理想のソサイエティ」活動に向けて迅速かつ的確に対応す
るよう取り組んでいきたい．

◎ 情報 システムソサイエティ

情報・システムソサイエティは，他ソサイエティと同様に
論文誌を電子ジャーナル化するとともに，一層積極的な研究
会活動を行い，ソサイエティ独立採算への実行段階に入った．
北九州学術研究都市で開催された 年総合大会では，

ソサイエティ企画 件（企画セッション 件，パネルセッショ
ン 件，チュートリアルセッション 件及び学生ポスター
セッション 件），また愛媛大学で開催された 年総合大
会では，ソサイエティ企画 件（企画セッション 件及び学
生ポスターセッション 件）を企画するなど，ソサイエティ
活動の可視化に努めた．特に学生ポスターセッションでは情
報・システム分野以外の発表も積極的に受け入れた．また，

年総合大会の懇親会において情報・システムソサイエ
ティの学術奨励賞（ 名）の授賞式が行われた．
ソサイエティ大会（ISS／HCG）と情報処理学会（IPSJ）
の秋の全国大会を統合した FIT （情報科学技術フォーラ
ム）は，平成 年 月 日から 日間，慶應義塾大学湘南
藤沢キャンパスで開催された．参加者は講演者 名，一般
聴講者 名，その他イベント講演者，招待者等の総参加者
数 名であった（昨年中京大学豊田キャンパスで開催さ
れた FIT での参加者は 名であった）．また，収支
については査読付き論文が減少したことにより若干の赤字と
なったが全体として成功であったといえる．また，メイン会
場での川人光男氏の特別講演（ブレイン ネットワーク イ
ンターフェース（BNI）技術の最前線， ）には，会場が
満員となる 名の参加者があり，その他多くのパネル討論
や各イベント会場も多くの参加者であふれ，魅力ある企画が
多く見られた．次回（FIT ）は，会場を東北工業大学八
木山キャンパスに移して行う予定（平成 年 月 日
日）である．また，例年どおり，船井業績賞，船井ベストペー
パー賞， FIT 論文賞， FIT ヤングリサーチャー賞を選定・
表彰した．
主な活動は以下のとおりである．
（１） 選奨に関する活動
ISS では，ソサイエティの独立性，活性化を図る施策とし
て，サーベイ論文，先見論文，連作論文を選定対象とするソ
サイエティ論文賞を設立している．また，ソサイエティの活
動について顕著な功績があった人々，例えば多数の論文査読
を行った査読委員等を対象とした活動功労賞も設定してい
る．平成 年度は論文賞 編 名，功労賞 名を選定し，
東京で授賞式を行った（平成 年 月 日）．
（２） 第 回フェロー称号贈呈式及び第 回フェロー候

補者審議
第 回（平成 年度）フェロー称号贈呈式を上記授賞式
と同じ日（ ）に東京で行い，本部宮原会長から 名の方々

平成 年度事業報告



にフェロー称号を贈呈した．第 回（平成 年度）フェロー
については， ISSフェロー推薦委員会において推薦があった
候補者の審議を開始した．
（３） 財務基盤の改善検討
ISS ソサイエティは，論文誌関連の経費削減，総合大会・

FIT の収支構造，技術研究報告予約価等について検討を行い，
引き続き ISS財務基盤を強化した．
（４） 国際活動の積極的な推進
・韓国 KIISE（Korean Institute of Information Scientists
and Engineers）との継続提携を更新した．（平成 年
月）
・IEEE 及び IEEE CSと提携に関する協定書の継続を取り
交わした（平成 年 月）．

◎ ヒューマンコミュニケーショングループ

平成 年度は，ヒューマンコミュニケーション基礎研究
会（HCS），ヒューマン情報処理研究会（HIP），マルチメディ
ア・仮想環境基礎研究会（MVE），福祉情報工学研究会（WIT）
の四つの第一種研究会，Web インテリジェンスとインタラ
クション研究会（WI ），脳情報通信研究会（BICT），身体
性情報学研究会（IEB）の三つの第二種研究会，及び，ヴァー
バル・ノンヴァーバル・コミュニケーション研究会（VNV），
料理メディア研究会（CM），人間と ICT 倫理研究会（EHI）
の三つの第三種研究会による体制により活発な活動を展開し
た．更に，第二種研究会として発達障害支援研究会（ADD）
が新たに設立された．
前年度に引き続き，次の取組みを行った．HCS，HIP，MVE，
WIT は各々 回の研究会を開催した．情報科学技術
フォーラム（FIT ）においても主催者側として努力した．
WI は 回の研究会を開催し， IEEE SMC Organized ses
sion （ ）を行った． BICT は 回のワークショップ
を開催， IEBは 回のシンポジウムを開催した． VNV は
回の研究会を開催した．EHI は， 回の研究会を開催した．
平成 年度ヒューマンコミュニケーション（HC）賞の選
定と表彰を行った．本賞は，第一種研究会の発表から，
件に 件を目安に，各研究会で組織したHC賞審査委員会に
おいて選考した．本年度は HCGホームページに記載された
ように，計 件の発表についてHC賞を授与することにした．
従来まで春の総合大会に合せて近接会場で実施していた
HCGシンポジウムを本年度は開催地を離して 月 日（月）

日（水）に島根大学（松江キャンパス）で行った．
HCG傘下の合計七つの研究会（第二種研究会，第三種研究
会も含む）が参加して，研究発表やオーガナイズドセッショ
ンを行った．また，シンポジウムの特別企画として，二つの
招待講演会「オブジェクト指向スクリプト言語「Ruby」の
開発」（講演者：まつもと ゆきひろ（ネットワーク応用通信
研究所），「エンタテインメント工学：心を豊かにする科学技
術の創生」（講演者：稲見昌彦（慶大），苗村健（東大））とパ
ネル討論「HC研究の過去・現在・未来 MVE 研の事例か
ら 」を実施して，多くの聴衆を集めた．
HCGニューズレターを 年 月と 年 月の 回発行

した．
平成 年度の重点的な取組みとして，（ ）HCGの活動が
一層見えるように，また，グループ傘下の各研究会の交流を
より一層深めるために， HCGシンポジウム企画の見直しを
行い，春の総合大会とは会場を離して独自開催の試みを行っ
た，（ ）他学会や他コミュニティとの横断的な連携をこれま

で以上に進めるため，新規分野の開拓に努め，その結果，
ADD研究会が新たに設立されたことが挙げられる．

大会に関する事項（定款 第 条ロ）

総合大会
下記の期日 会場において ソサイエティ（ヒューマンコ

ミュニケーショングループは基礎・境界ソサイエティに含ま
れる）が合同して開催した．

年総合大会
期 日 平成 年 月 日（火） 日（金）
会 場 北九州学術研究都市 三大学（九州工業大学・北九

州市立大学・早稲田大学）合同
参加者 名
懇親会 北九州学術研究都市内 食堂「カフェテリア」

参加者 名

電子情報通信学会誌 Vol No

（ ） 企画セッション数

企画種別 大会委員会
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス 情報・システム
大会委員会
セッション ─ ─ ─ ─

ソサイエティ
特 別 企 画
セッション

─ ＊ ＊

パネル
セッション ─ ※ ※

チュートリアル
セッション ─

依頼シンポ
ジウム
セッション

─ ─ ─ ─

合計
（共催を含む）

＊ ※ 基礎・境界とエレクトロニクスの共催企画 件を含む．

（ ） 公募セッション講演数
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス 情報・システム

一般セッション

シンポジウムセッション

合計

年総合大会
期 日 平成 年 月 日（火） 日（金）
会 場 愛媛大学 城北地区（松山市）
参加者 名
懇親会 愛媛大学 大学会館「生協城北食堂」参加者 名

（ ） 企画セッション数

企画種別 大会委員会
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス 情報・システム
大会委員会
セッション ─ ─ ─ ─

ソサイエティ
特 別 企 画
セッション

─

パネル
セッション ─ ※ ※

チュートリアル
セッション ─

依頼シンポ
ジウム
セッション

─ ＊ ＊

合計
（共催を含む）

※ 基礎・境界と通信の共催企画 件を含む．
＊ 通信とエレクトロニクスの共催企画 件を含む．



ソサイエティ大会
下記の期日 会場において基礎・境界，通信，エレクトロ

ニクスの ソサイエティが合同して開催した．
期 日 平成 年 月 日（火） 日（金）
会 場 明治大学 生田キャンパス（川崎市）
参加者 名
懇親会 明治大学スクエア 食堂「HILLS」参加者 名

国際会議に関する事項（定款 第 条ロ，チ）

次のとおり開催した．

平成 年度事業報告

（ ） 公募セッション講演数
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス 情報・システム

一般セッション

シンポジウムセッション

合計

† 基礎・境界と情報・システムの共催企画 件を含む．
‡ エレクトロニクスと情報・システムの共催企画 件を含む．

（ ） 企画セッション数

企画種別 大会委員会
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス
大会委員会
セッション ─ ─ ─

ソサイエティ
特別企画
セッション

─

パネル
セッション ─ ※ ※

チュートリアル
セッション ─

依頼シンポ
ジウム ─ ＊ ＊

合計

※ 基礎・境界と通信の共催企画 件を含む．
＊ 通信とエレクトロニクスの共催企画 件を含む．

（ ） 公募セッション講演数
ソサイエティ 合計

（実数）基礎・境界 通信 エレクトロニクス

一般セッション

シンポジウムセッション

合計
（共催を含む）

通信とエレクトロニクスの共催企画 件を含む．

FIT （第 回情報科学技術フォーラム）
下記の期日 会場において情報・システムソサイエティ，
ヒューマンコミュニケーショングループ及び情報処理学会が
合同して開催した．
期 日 平成 年 月 日（火） 日（木）
会 場 慶應義塾大学 湘南藤沢キャンパス（藤沢市）
参加者 名
懇親会 同キャンパス内 館 B 階 生協食堂・South

Wing 参加者 名

イベント企画

研究会提案企画 課題

委員会提案企画 課題

現地提案企画 課題

船井ベストペーパー賞選考会 講演

査読付き論文 講演

一般講演 講演

会 議 名 開催年月日 参加者数 論文数 場 所

th Asia Pacific Symposium
on Information and Telecom
munication Technologies（AP
SITT ）

Bandos
Island
Maldives

CS

rd Pan Pacific EMC Joint
Meeting（PPEMC ） 東京 CS

The th International Sympo
sium on Organic Molecular
Electronics（ISOME ）

兵庫 ES

The rd International Tech
nical Conference on Circuits
Systems Computers and
Communications （ITC CSCC
）

下関 ESS

International Conference on
Photonics in Switching
（PS ）

札幌 CS

International Symposium
on Nonlinear Theory and its
Applications（NOLTA ）

Budapest
Hungary ESS

China Japan Joint Micro
wave Conference （CJMW
）

Shanghai
China ES

The International Con
ference on the Optical Inter
net（COIN ）

東京 CS

The th Asia Pacific Confer
ence on Communications（AP
CC ）

東京 CS

Asia Pacific Network Oper
ations and Management Sym
posium（APNOMS ）

Beijing
China CS

The Seventeenth Asian Test
Symposium（ATS ） 札幌 ISS

International Workshop on
Secur ity（IWSEC ） 高松 ESS

The Ninth Workshop on RTL
and High Level Testing
（WRTLT ）

札幌 ISS

International Forum on
Medical Imaging in Asia
（IFMIA ）

Taipei
Taiwan ISS

Asia and South Pacific Design
Automation Conference
（ASP DAC ）

横浜 ESS

The th International Sympo
sium on Autonomous Decen
tralized Systems
（ISADS ）

Athens
Greece CS

出版に関する事項（定款 第 条イ）

和文論文誌の発行状況
各ソサイエティ別（A・B・C・D）に 種類をオンライン

ジャーナルで公開し，オプションとして冊子体を次のとおり
発行・配布した．
掲載総ページ数は ページである．

分 冊

分 類

論 文 レ タ ー そ の 他 計 特集回数 発行部数
（冊子体）

件 数
ページ数

件 数
ページ数

──
ページ数

件 数
ページ数 回 部

A
──

B
──

C
──



英文論文誌の発行状況
各ソサイエティ別（A・B・C・D）に 種類をオンライン

ジャーナルで公開し，オプションとして冊子体を次のとおり
発行・配布した．
掲載総ページ数は ページである．

基礎・境界ソサイエティ
（１） 功労賞

電子情報通信学会誌 Vol No

D
──

計
──

＊その他：総目次 ページ，巻頭言 ページ，英文誌紹介 ページ，特集
号募集案内等付物 ページ

分 冊

分 類

Paper Letter その他 計 特集回数 発行部数
（冊子体）

件 数
ページ数

件 数
ページ数

──
ページ数

件 数
ページ数 回 部

A
──

B
──

C
──

D
──

計
──

＊その他：総目次 ページ， Abstract ページ， Foreword ページ，
特集号募集案内等付物 ページ

電子ジャーナル
エレクトロニクスソサイエティでは，Web を用いたペー
パーレス研究速報英文論文誌「IEICE Electronics Express
（略称 ELEX）」（月 回発行）に 件， ページを掲
載した．平成 年 月に初のインパクトファクターが付与
された．

ニューズレター，ソサイエティ誌の発行状況
各ソサイエティ及びグループでは活動の一環としてニュー
ズレター，ソサイエティ誌を下記のとおり発行した．
（１） 基礎・境界ソサイエティ

ソサイエティ誌（Fundamentals Review）
回 ページ

（２） 通信ソサイエティ
マガジン誌（通信ソサイエティマガジン）

回 ページ
Global News Letter 回 ページ

（３） エレクトロニクスソサイエティ
ニューズレター 回 ページ

（４） 情報・システムソサイエティ
ニューズレター 回 ページ

（５） ヒューマンコミュニケーショングループ
ニューズレター 回 ページ

IEICE Transactions Online
平成 年 月から特殊員に対してサイトライセンスの試

行を行ってきたが，平成 年 月から本実施に移行するた
め， 月末に試行を終了した．

選奨に関する事項（定款 第 条ホ，へ）

所定の手続きによって選考が進められ，次のとおり各受賞
者を決定した．

業 績 貢 献 者（所属）

国際会議NOLTA General Co Chair としての貢献 奥村 浩士（広島工大）

国際会議 IWSECと運営に関する貢献等 松井 充（三菱電機）

以上２名

（２） 功労感謝状

業 績 貢 献 者（所属）

回路とシステムワークショップ実行委員長としての
貢献等

阿部 正英（東北大）

信号処理研究会幹事等としての貢献 市毛 弘一（横浜国大）

英文論文誌編集委員として，迅速かつ多大な編集作
業の実行に対する功績

神谷 典史（NEC）

技術と社会・倫理研究専門委員会の運営と研究会活
動の活性化に対する貢献

木下 宏揚（神奈川大）

英文論文誌編集委員として，迅速かつ多大な編集作
業の実行に対する功績

古賀 弘樹（筑波大）

英文論文誌編集委員として，迅速かつ多大な編集作
業の実行に対する功績

竹中 崇（NEC）

暗号と情報セキュリティシンポジウム実行委員長と
しての貢献

角尾 幸保（NEC）

英文論文誌特集号編集幹事としての貢献 花岡 悟一郎

和文論文誌編集委員として，迅速かつ多大な編集作
業の実行に対する功績

松元 藤彦（防衛大）

以上９名

通信ソサイエティ
（１） ソサイエティ論文賞

論 文 名 著 者 名（所属）

【優秀論文賞】
中間バスを有する電子通信機器用分散給電システ
ムにおける系の安定性について

久永 光司
（NECインフロンティア）
長尾 道彦（崇城大）
原田 耕介（崇城大）

全波整流に基づくステガノグラフィを用いた G
音声の一帯域拡張法

青木 直史（北大）

ペンローズタイルを用いた非周期アレーアンテナ

藤方 基（金沢工大）
片木 孝至（金沢工大）
別段 信一（金沢工大）
水澤 丕雄（金沢工大）
広田 哲夫（金沢工大）
野口 啓介（金沢工大）

計算グリッドとデータグリッドを Peer to Peer
（P P）技術で融合したグリッドアーキテクチャシ
ステム開発

上田 清志（NTT）
須永 宏（NTT）
岡 利幸（NTT）
松村 裕亮（NTT）

【チュートリアル論文賞】
EMCにおける伝送回路理論とその展開

上 芳夫（電通大）

【Best Paper Award】
Receiver Based ACK Splitting Mechanism for TCP
over Wired Wireless Heterogeneous Networks

Go HASEGAWA（阪大）
Masashi NAKATA（阪大）
Hirotaka NAKANO（阪大）

Detecting and Guarding against Kernel Backdoors
through Packet Flow Differentials

Cheolho LEE（ETRI）
Kiwook SOHN（ETRI）

Gbit Class Transmission Using SOA Data Rewriter
for WDM PON

Satoshi NARIKAWA（NTT）
Hiroaki SANJOH
（NTT エレクトロニクス）
Naoya SAKURAI（NTT）
Kiyomi KUMOZAKI（NTT）

【Best Tutor ial Paper Award】
Prospects and Challenges of Multi Layer Optical
Networks

Ken ichi SATO（名大）
Hiroshi HASEGAWA（名大）

Innovative Antennas and Propagation Studies for
MIMO Systems

Yoshio KARASAWA（電
通大）

以上 編



エレクトロニクスソサイエティ
（１） ソサイエティ賞

（２） 功労賞

平成 年度事業報告

（２） レター論文賞

（３） ELEX Best Paper Award

（４） エレクトロニクスソサイエティ学生奨励賞

分 野 業 績 貢 献 者（所属）

第 分野
SOI MOSFET のメモリ効果の先駆的研究
とキャパシタレスDRAMの提案

佐々木伸夫（シャープ）

第 分野
長波長帯光ファイバ通信用半導体レーザ
に関する先進的研究貢献

荒井 滋久（東工大）

第 分野
半導体ウエハレベルパッケージ技術に関
する先駆的研究

山田 浩（東芝）

以上３件

論 文 名 著 者 名（所属）

ダブルモード型弾性表面波フィルタの斜め放射の解
析と抑制

井上 将吾（富士通）
堤 潤（富士通）
松田 隆志（富士通）
上田 政則（富士通）
佐藤 良夫（富士通）

以上１件

論 文 名 著 者 名

Depth Profiles of Strain in AlGaN GaN Heterostruc
tures Grown on Si Character ized by Electron Back
scatter Diffraction Technique

Teruki Ishido
Hisayoshi Matsuno
Takuma Katayama
Tetsuzo Ueda
Kaoru Inoue
Daisuke Ueda

以上１件

分 野 講 演 者（所属）

電磁波・マイクロ波

瀧川 雄介（呉高専）
片貝 陽一（東工大）
中村 真生（防衛大）
二ツ森俊一（北 大）

化合物半導体・光エレクトロニクス

朴 煕中（横浜国大）
淵田 歩（東工大）
内田 翔（慶 大）
今村 明博（東工大）

シリコン・エレクトロニクス一般

沈 昌勲（九 大）
大西 健一（横浜国大）
小舘 達（秋田大）
松原 亮介（千葉大）

以上 件

情報・システムソサイエティ
（１） ソサイエティ論文賞

論 文 名 著 者 名（所属）

【連作論文】
A New Method for Low Capture Power Test
Generation for Scan Testing

Xiaoqing WEN
Yoshiyuki YAMASHITA
Seiji KAJIHARA
Laung Terng WANG
Kewal K SALUJA
Kozo KINOSHITA

A Novel ATPG Method for Capture Power Reduc
tion dur ing Scan Testing

Xiaoqing WEN
Seiji KAJIHARA
Kohei MIYASE
Tatsuya SUZUKI
Kewal K SALUJA
Laung Terng WANG
Kozo KINOSHITA

以上１編

業 績 貢 献 者（所属）

和文論文誌編集委員・編集幹事・編集副委員長とし
ての貢献

宮寺庸造（東京学芸大）

和文論文誌編集委員・査読委員としての貢献 斉藤和巳（静岡県立大）

和文論文誌査読委員としての貢献 堀 修（東芝）

ISS英文論文誌編集委員としての貢献 越前 功（NII）

ISS英文論文誌編集委員としての貢献 松尾啓志（名工大）

ISS英文論文誌編集委員としての貢献 徳田恵一（名工大）

PRMU 研究会・シンポジウム MIRU・ FIT・会誌編
集への貢献

鷲見和彦（三菱電機）

和文論文誌 Dデータ工学特集号編集委員としての貢
献

國島丈生（岡山県立大）

音声研究専門委員会幹事としての貢献 峯松信明（東大）

ソサイエティ誌編集幹事としての貢献 由良俊介（NTT）

ISS ソサイエティ誌・論文誌編集委員ならびに技術
会議幹事としての貢献

松居辰則（早大）

以上 名

FIT の各賞
（情報・システムソサイエティ及びヒューマンコミュニ
ケーショングループと情報処理学会との合同）
（１） 船井業績賞

（２） 船井ベストペーパー賞

業 績 貢 献 者（所属）

ブレイン・ネットワーク・インタフェース（BNI）
技術の最前線

川人光男（ATR）

以上１件

論 文 名 受 賞 者（所属）

DCGによる浮世絵構図への変換法

久保友香（東大）
趙 捷（東大）
宇佐美貴徳（東大）
広田光一（東大）

クリックスルーに基づく探検型検索サイトの設計と
開発

酒井哲也（ニューズウォッチ）
小山田浩史（ニューズウォッチ）
野上謙一（ニューズウォッチ）
北村仁美（ニューズウォッチ）
梶浦正浩（ニューズウォッチ）
東美奈子（ニューズウォッチ）
野中由美子（ニューズウォッチ）
小野雅也（ニューズウォッチ）
菊池 豊（ニューズウォッチ）

ブロック歪みを考慮した時空間コントラスト感度特
性に基づくH AVC符号化器設計

坂東幸浩（NTT）
早瀬和也（NTT）
高村誠之（NTT）
上倉一人（NTT）
八島由幸（NTT）

以上 編

（３） FIT 論文賞

論 文 名 受 賞 者（所属）

ソフトウェア不正コピー対策のための LANアクセス
制御システム

山本 賢（岡山大）
岡山聖彦（岡山大）
山井成良（岡山大）

LiNeS における仮想ネットワーク間接続機能の開発
と実用可能性の検討

立岩佑一郎（名大）
安田孝美（名大）

A Counting Based Approximation of the Distr ibution
Function of the Longest Path Length in Directed
Acyclic Graphs

安藤 映（九大）
小野廣隆（九大）
定兼邦彦（九大）
山下雅史（九大）

以上３編



（４） FIT ヤングリサーチャー賞

エレクトロニクスソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地方
開催 回）
また，第二種研究会を開催した．

電子情報通信学会誌 Vol No

候補者名 所属 講演番号 講演タイトル

加來史也 同志社大 A
実執務環境における色温度制御機構を組み
込んだ知的照明システムの構築

安藤 映 九大 RA
A Counting Based Approximation of the
Distr ibution Function of the Longest Path
Length in Directed Acyclic Graphs

金子晴彦 東工大 RC
フラッシュメモリを用いた大容量 SSD の
ための 段階誤り制御符号

明山寛史 鳥取大 C
ネットワークから制御可能な多機能コンセ
ント

藤巻遼平 NEC
F

F

異常検出サポートベクトルマシン
ノード重要度を考慮したグラフ分割構造の
学習

粟野直之 阪工大 I 点群データを用いた点描レンダリング

松尾康孝 NHK I
時空間 Wavelet Shr inkage による高精細動
画像の雑音除去法の検討

大竹 剛 NHK L
双方向放送サービスのための効率的なプロ
バイダ認証

綾木良太 同志社大 RM
Java バイトコード変換による組込み機器連
携システムの提案

菊地卓也
仙台電波
高専

RN
中学生対象コンピュータグラフィックス作
成支援システムの開発と教育実践

以上 名

研究会等に関する事項（定款 第 条ロ，ハ）

基礎 境界ソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地方
開催 回）
また，第二種研究会，第三種研究会を開催した．

第一種研究会活動状況
注：研究会開催数の（ ）内は地方支部等での開催数

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

回路とシステム
情報理論
信頼性
超音波
応用音響
非線形問題
VLSI 設計技術
情報セキュリティ
信号処理
ワイドバンドシステム
コンカレント工学
思考と言語
技術と社会・倫理
安全性
ITS
スマートインフォメディアシステム

田村 裕
高田 豊雄
柳 繁
野村 徹
浅野 太
太田 有三
若林 一敏
太田 和夫
飯國 洋二
原 晋介

崎偉
野本 忠司
鶴原 稔也
中村 英夫
伊丹 誠
田口 亮

（５）
（３）
（５）
（４）
（８）
（７）
（５）
（３）
（７）
（３）
（３）
（２）
（２）
（１）
（３）
（３）

合 計 （ ）

通信ソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地方
開催 回）
また，第二種研究会を開催した．

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

アンテナ・伝播
宇宙・航行エレクトロニクス
衛星通信
環境電磁工学
ネットワークシステム
情報ネットワーク
通信方式
電子通信エネルギー技術
光通信システム
無線通信システム
コミュニケーションクオリティ
フォトニックネットワーク
光ファイバ応用技術
情報通信マネジメント
モバイルマルチメディア通信
インターネットアーキテクチャ
ソフトウェア無線
アドホックネットワーク
ユビキタス・センサネットワーク

堀 俊和
小菅 義夫
篠永 英之
井上 浩
山本 幹
森川 博之
石原 智宏
山下 隆司
山林 由明
佐和橋 衛
石橋 豊
中野 義昭
加島 宜雄
宇野 浩司
大矢 智之
山崎 克之
高田 潤一
阪田 史郎
大橋 正良

（７）
（４）
（３）
（５）
（８）
（８）
（７）
（２）
（６）
（６）
（５）
（５）
（４）
（５）
（４）
（２）
（２）
（２）
（２）

合 計 （ ）

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

機構デバイス
磁気記録・情報ストレージ
超伝導エレクトロニクス
電子ディスプレイ
電子デバイス
電子部品・材料
電磁界理論
シリコン材料・デバイス
マイクロ波
集積回路
有機エレクトロニクス
光エレクトロニクス
レーザ・量子エレクトロニクス

長瀬 亮
中川 茂樹
田辺 圭一
奥村 治彦
原 正明
上村 喜一
田中 充
渡辺 重佳
橋本 修
松澤 昭
工藤 一浩
日比野善典
中野 義昭

（４）
（５）
（０）
（１）
（８）
（６）
（４）
（６）
（７）
（３）
（６）
（４）
（５）

合 計 （ ）

情報・システムソサイエティ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地方
開催 回）
また，第二種研究会を開催した．

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

ME とバイオサイバネティックス
オフィスインフォメーションシステム
画像工学
言語理解とコミュニケーション
コンピュータシステム
コンピュテーション
人工知能と知識処理
ソフトウェアサイエンス
データ工学
パターン認識・メディア理解
ディペンダブルコンピューティング
ニューロコンピューティング
知能ソフトウェア工学
音声
教育工学

富田 豊
力宗 幸男
八島 由幸
井ノ上直己
末吉 敏則
徳山 豪
北村 泰彦
鯵坂 恒夫
川越 恭二
馬場口 登
相京 隆
阪口 豊
大西 淳
小林 隆夫
横山 節雄

（８）
（５）
（９）
（２）
（５）
（５）
（３）
（４）
（２）
（６）
（４）
（７）
（４）
（６）
（７）



ヒューマンコミュニケーショングループ
研究専門委員会及び研究会を次のとおり開催した．
研究専門委員会： 回 第一種研究会： 回（うち地方
開催 回）
また，第二種研究会及び第三種研究会を開催した．

平成 年度事業報告

医用画像
ソフトウェアインタプライズモデリング
リコンフィギャラブルシステム

藤田 広志
松田 順
天野 英晴

（４）
（０）
（３）

合 計 （ ）

第一種研究会活動状況

研究会名 専門委員長名 研究会開催数 発表件数

ヒューマンコミュニケーション基礎
ヒューマン情報処理
マルチメディア・仮想環境基礎
福祉情報工学

武川 直樹
喜多 伸一
中村 裕一
中山 剛

（４）
（５）
（５）
（４）

合 計 （ ）

データベースに関する事項（定款 第 条ハ チ）

国立情報学研究所（NII）並びに，科学技術振興機構（JST）
のデータベース作成に次のとおり協力した．
電子図書館（NII）：発行から 年遅れで全文公開
学会誌，和・英論文誌，技術研究報告，総合大会発表論文，
ソサイエティ大会発表論文
J STAGE（JST）：抄録のみ公開
学会誌，和文論文誌，技術研究報告，総合大会発表論文，
ソサイエティ大会発表論文
※英文論文誌は平成 年 月号から全文公開を開始した．

ソサイエティ及びグループ会員に関する事項
（定款 第 章）

各ソサイエティ及びグループにおける会員数は次のとおり
である．
上段：年度末会員数 （ ）内はフェロー会員数
下段：年度末会員数（当年度会費未納者を除く）

ESS CS ES ISS HCG 合 計

平成 年度
末登録数

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

平成 年度
末登録数

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

前年度との
差

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ）

（注） ESS：基礎・境界ソサイエティ，CS：通信ソサイエティ，ES：エレク
トロニクスソサイエティ，ISS：情報・システムソサイエティ
HCG：ヒューマンコミュニケーショングループ

支 部 事 業

各支部において，講演会，講習会，見学会，大会等を次の
とおり開催した．

北海道支部
講 演 会 回 学生会講演会 回
支部連合大会 回 学生会見学会 回
研 究 会 回

東北支部
学術講演会 回 先端技術シンポジウム 回
特別講演会 回 支部連合大会 回
地区講演会 回 研 究 会 回
専門講習会 回 学生向け事業 回

東京支部
講 演 会 回 研 究 会 回
シンポジウム 回 学生会講演会 回
地域イベント 回 学生会見学会 回
見 学 会 回 学生会研究発表会 回
教育活動 回 学生会報の発行 回

信越支部
講 演 会 回 支 部 大 会 回
専門講習会 回 研 究 会 回
見 学 会 回

東海支部
講 演 会 回 研 究 会 回
専門講習会 回 学生会講演会 回
見 学 会 回 学生会見学会 回
支部連合大会 回

北陸支部
特別講演会 回 研 究 会 回
講 演 会 回 学生会講演会 回
支部連合大会 回 学生研究発表会 回
専門講習会 回 学生会見学会 回

関西支部
講 演 会 回 研 究 会 回
中高生向け講演会 回 情報通信技術講座 回
専門講習会 回 学生見学会 回
見 学 会 回 学生会研究発表会 回
支部連合大会 回

中国支部
講 演 会 回 研 究 会 回
専門講習会 回 学生向け講演会 回
支部連合大会 回

四国支部
講 演 会 回 学生会講演会 回
専門講習会 回 学生会展示会 回
支部連合大会 回 学生会見学会 回
研 究 会 回



九州支部
特別講演会 回 研 究 会 回
講 演 会 回 学生会講演会 回
専門講習会 回 学生会見学会 回
支部連合大会 回

電子情報通信学会誌 Vol No

役員，評議員及び代議員の改選結果報告

平成 年度の役員，評議員，代議員の改選は所定の手続
きによって行われた．平成 年 月 日に正員に投票を依
頼し， 月 日に締め切り，その開票結果を理事会に諮り当
選者を決定した．この結果，理事宮原秀夫，津田俊隆，伊藤
弘昌，坂庭好一，高橋達郎，山本浩治，西原明法，花澤 ，
羽鳥光俊，小林欣吾，間瀬憲一，河内正夫，畑岡信夫，及び
監事平田康夫は退任することになり，新たに津田俊隆，原島
博，小柴正則，中沢正 ，桑原秀夫，三宅 功，大石進一，
安達文幸，三木哲也，松嶋敏泰，並木淳治，板屋義夫，横矢
直和が理事に，羽深龍二が監事に就任することになった．
また，役員・評議員は選出代議員となる．
なお，本日の通常総会において退任，留任，新任される役
員・評議員・代議員は次のとおりである． 役 職 名 退 任 留 任 新 任

互選代議員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

浅野 敏郎
荒川 賢一
伊藤 哲郎
宇野 健
大崎 淳
楫 勇一
加藤 浩介
河田 淳治
久保田周治
栗山 繁
近藤 和弘
佐藤 健一
佐藤 茂雄
佐藤 誠
重田 和弘
白井 宏
白木 善尚
高橋 広基
橋 琢二
竹部 秀洋
田中 賢
常田 明夫
出口 博之
中川 健治
中川 真也
中島 康雄
中城 智之
仲村 泰明
西 仁司
野口 一博
福村 直博
藤田 輝雄
前田 賢一
松居 真一
松山 光司
三島 瑛人
宮尾 淳一
宮野 信治
宮原 末治
村島 定行
安井 寛治
矢野 健剛
山口 雅史
渡邊 敏明

芥川 正武
石黒 義英
泉田喜一郎
伊藤 建一
井原 武
植田 和憲
内田 誠一
榎本 崇宏
大田 豊栄
太田 正哉
大淵 康成
金井 浩
上武 信夫
川本 一彦
栗山 繁
桑門 秀典
小鹿 哲
佐藤 健一
白川 英規
杉村 立夫
武田 幸子
武山 真弓
田村 裕
塚田 章
辻 伸二
長嶋 祐二
中谷 祐介
波平 宜敬
野口 啓介
野矢 厚
橋場 寛之
林田 行雄
張山 昌論
福村 直博
藤島 実
堀田 英一
水本 哲弥
宮 守
柳澤 政生
山口 雅史
山本 学
横矢 直和
若林 秀昭
綿谷 信義

安達 淳
伊藤 哲郎
井上 浩
宇津呂武仁
榎木 孝知
大塚 作一
大橋 正良
尾澤 勉
梶 明夫
菅 隆志
菊島 浩二
北村 敏明
小久保 優
小柴 正則
小林 博文
榊原久二男
佐々木宣介
佐藤 栄一
島本 隆
菅沼 拓夫
瀬濤 喜信
津田 裕之
中尾 剛
中川 健治
中川 範
西田 泰伸
林 崇文
原 肇
福迫 武
福村 好美
藤田 聡
舟生日出男
増山 繁
松下 雅仁
松田 弘成
松永 昭一
松山 光司
美濃 導彦
武藤 聡
村瀬 洋
守屋 宣
安家 武
山本 真行
渡辺 壮一

役 職 名 退 任 留 任 新 任

会 長
次 期 会 長
副 会 長（在京）
副 会 長（地方）
総 務 理 事
会 計 理 事
編 集 理 事
企 画 理 事
調 査 理 事
編 集 長（理事）
企 画 室 長（理事）
規格調査会委員長（理事）

ESS会長（理事）
CS会長（理事）
ES会長（理事）
ISS会長（理事）
監 事
評 議 員（在京）
〃
〃
〃
〃

評 議 員（地方）
〃
〃
〃
〃

評 議 員（会長指名）
〃
〃
〃

〃

〃
〃
〃

〃

〃

宮原 秀夫
青山 友紀
津田 俊隆
伊藤 弘昌
坂庭 好一
高橋 達郎
山本 浩治
西原 明法
花澤

羽鳥 光俊

小林 欣吾
間瀬 憲一
河内 正夫
畑岡 信夫
平田 康夫
尾上 誠蔵
桑原 秀夫
阪田 史郎
土井美和子
三宅 功
生越 重章
木戸出正継
小柴 正則
白鳥 則郎
安浦 寛人
荒川 薫
古池 進
小舘香椎子
菅原 一孔

田中 豊

趙 晋輝
富田 義数
林 秀樹

福沢 恵司

李 可人

広崎膨太郎
吉田 進
村田 正幸
秋葉 重幸
田中 良明
大村 佳久
山田 敬嗣
酒井 善則
持田 侑宏

（会長）
香田 徹
澤谷 邦男
益 一哉
大田 友一
正村 達郎
梅比良正弘
江村 克己
斎藤 洋
中嶋 信生
松井 知子
尾家 祐二
大柴小枝子
北山 研一
根元 義章
松永真由美
浅見 徹
石塚 勝
計 宇生
小林 岳彦
一村 信吾

（小林 直人）
佐藤 健一
関根 好文
田辺 史朗
久保田啓一

（谷岡 健吉）
山内 良三

青山 友紀
津田 俊隆
原島 博
小柴 正則
中沢 正
桑原 秀夫
三宅 功
大石 進一
安達 文幸

三木 哲也
（次期会長）
松嶋 敏泰
並木 淳治
板屋 義夫
横矢 直和
羽深 龍二
大森 慎吾
唐沢 好男
河村 仙志
喜連川 優
村瀬 淳
大橋 正良
三瓶 政一
白鳥 則郎
守倉 正博
安浦 寛人
荒川 薫
古池 進
田中 豊
趙 晋輝

土井美和子

富田 義数
林 秀樹
福沢 恵司

村上 篤道

ZHISHENG NIU

評議員 北海道支部長
〃 東北支部長
〃 東京支部長
〃 信越支部長
〃 東海支部長
〃 北陸支部長
〃 関西支部長
〃 中国支部長
〃 四国支部長
〃 九州支部長
評議員（学生会顧問）
〃 北海道支部
〃 東北支部
〃 東京支部
〃 信越支部
〃 東海支部
〃 北陸支部
〃 関西支部
〃 中国支部
〃 四国支部
〃 九州支部

＊小柴 正則
＊白鳥 則郎
荒木 純道
宮澤 正幸
中川 聖一
福田 一郎
加藤 雅敏
森川 良孝
木内 陽介
山下 雅史

鈴木 正清
佐藤 公男
藤井 威生
柄沢 直之
杉浦 敏文
八木谷 聡
南 繁行
片桐 英樹
都築 伸二
末次 正

戸島 秀喜
＊澤谷 邦男
篠原 弘道
角山 正博
平田 富夫
太田 聡
湊 小太郎
菅原 一孔
岩下 克
山崎 正幸

岡本 淳
神原 利彦
田中 聡久
山崎 克之
岩波 保則
角 俊雄
近藤 正彦
末松 伸朗
久保 智裕
淡野 公一

備考：（ ）内は年度の途中において交代した前任者を示す．
注意：＊印は既に選挙で選出された理事または評議員であるため，会長指名評

議員にはしない者．


